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౦ژηϯνϡϦーࣜג会社は、「૯߹フΝΠナϯεɾαーϏεۀا」͔ らグローόルͰ高い
専門性と独自性を持つ「金融ɾαーϏεۀا」にਐԽする͜とにΑΓ、h 金融ʷαーϏεʷ
ۀࣄ のɦ৽ྖҬをΓ͖、ۀࣄのにઓする͓٬͞まととに、当社グループのແݶ
なる可能性とػ会にՌにઓしてい͖ます。

その挑戦に、力を。
『金融×サービス×事業』の新領域へ。

※໊͓ࣾΑびܦ営理೦มߋ༧ఆɿ������݄�

東京センチュリー

経営理念
౦ژηϯνϡϦーグループは、高い専門性と独自性を持つ金融ɾαーϏεۀاとして、
。にྀしͨ循環型経済社会の実現に貢献しますڥのにઓする͓٬͞まととに、環ۀࣄ

ʮ౦ژηンチュリーリーεʯ͔ Βʮ౦ژηンチュリーʯ
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本統合レポートに記載されている計画、戦略などの将来見通しは、現在入手可能な情報に基づく経営者の仮定や判断を反映しています。
しかしながら、実際の業績などは社会情勢や経済状況などの様々な要因により大きく異なる可能性があることをご承知おきください。
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社会的課題

■地球温暖化

■ 自然災害

■ 資源エネルギー

■ 所得格差

■ 高齢化

企業の課題

■ビジネスの革新継続

■ 資金計画

■ 設備計画

■ 利益成長シナリオ

課題

TC-Leaseの価値創造 TC-Leaseの創出価値TC-Leaseの強み

�ਓࡐҭ ίーϙϨート・
Ψόナンス リスΫϚωδϝント

ใ௨信ثػʗ
ց・ઃඋʗػの
ثػցʗ業用ػઃݐ
ͳͲʹରԠͨ͠
αーϏスΛఏڙ

༗力企業ͱの
業ؔڠ力ͳڧ

のࢦ۶ࠃ
ϥΠンナοϓΛͭ࣋
๏ਓ・ݸਓ͚
ΦートリースɺϨンλΧー

ધഫɺػۭߤɺ
ΤωϧΪーɺ・ڥ
ෆಈ࢈ͳͲ
ઐ性Λͨ͠ٻ
ଟ༷ͳϓϩμΫπΛఏڙ

経済・社会の健全な発展に
専門金融のチカラで貢献する

企業価値向上に資する
ソリューションを提供する

TC-Leaseの
事業分野

Φートࠃ
業分ࣄ

スϖγϟϧςΟ
業分ࣄ

ࡍࠃ
業分ࣄ

リースࠃ
業分ࣄ

現地χーζʹଈͨ͠
αーϏス֦ॆ

ઓུతパートナー
ͱのϏδωスల։

地球・環境に

社会・地域に

人材に

株主・投資家に

お客さまに
ઐۚ༥ͳΒでの
ఏҊʹΑΓɺ
͓客͞·のϏδωスʹݙߩ

資ͱגओؐݩの
όϥンスʹྀ͠ɺ
企業ՁΛ֦େ

ϓϩϑΣογϣナϧਓࡐの
ҭɺʮಇ͖ํʯଟ༷Խへの
ରԠΛ࣮ફ

ྑ͖企業ࢢຽͱͯ͠
ಈʹऔΓΈɺ׆業ࣄ
地Ҭ社会ɺࡍࠃ社会の
ൃలʹݙߩ

地ڥٿอશへの
औΓΈΛਪਐ͠ɺ
ΈΔ͑ࢧଓతͳະདྷΛ࣋

財務資本
■ 健全な財務基盤
■ 高い資本効率性

人的資本　
■ 活力あふれる人材
■ 高い専門性を有する人材

知的資本
■ 変化を先取りする先見性
■ 枠にとどまらない挑戦

社会・関係資本
■ 圧倒的な顧客基盤
■ 豊富なグローバルネットワーク

■ 再生可能エネルギーをはじめ
　多様なエネルギー事業を推進

自然資本

東京センチュリーリースの価値創造モデル
当社グループは、高い専門性と独自性を持つ「専門金融」のプロフェッショナルとして、
資源を効率的に活用しながら経済発展を可能にする「循環型経済社会」 の実現に貢献します。
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ɾ࢜௨ʢגʣ
ɾʢגʣIHI
ɾʢגʣ資ੜಊ
ɾNHKグループ
ɾʢגʣΦϦΤϯτίーϙϨーショϯ

ύʔτφʔۀا

ɾCIT Group Inc. 
ɾژηϥʢגʣ

ύʔτφʔۀا

ɾ࢜௨Ϧʔεʢגʣ
  ɾʢגʣIHIϑΝΠφϯεαϙʔτ
ɾΤεɾσΟʔɾΤϧʢגʣ

  ɾʢגʣアΠςοΫϦʔε
  ɾʢגʣΦϦίϏジωεϦʔε

ɾTC-CIT Aviation Ireland Ltd.
ɾTC-CIT Aviation U.S., Inc.
ɾژηϥTCLιʔϥʔ߹ಉձࣾ

ɾ౦ਸ਼ੈར༥ેࢿ༗࢘ެݶ
ɾPT. Century Tokyo Leasing Indonesia
ɾTISCO Tokyo Leasing Co., Ltd.
ɾ౷Ұ౦ވژ㟨༗࢘ެݶ
ɾ౷༥ેࢿ༗࢘ެݶ
ɾBPI Century Tokyo Lease & Finance Corporation
ɾHTC Leasing Co., Ltd.
ɾPT. Hexa Finance Indonesia

ɾຊカʔιϦϡʔγϣϯζʢגʣ
ɾʢגʣΦϦίΦʔτϦʔε

ɾຊి৴ిʢגʣ
ɾʢגʣΦϦΤϯτίーϙϨーショϯ

ύʔτφʔۀا

ɾҏ౻ࣄグループ
ɾTISCO Financial Group Pcl.
ɾ౷Ұۀاグループ
ɾBank of the Philippine Islands
ɾཱػݐグループ

ύʔτφʔۀا

ग़ ࢿ

ग़ ࢿ ग़ ࢿ

ग़ ࢿ

εϖγϟϧςΟۀࣄ

国ۀࣄࡍ

国内Ϧʔεۀࣄ

国内Φʔτۀࣄ

εϖγϟϧςΟۀࣄのྗ

国ۀࣄࡍのάϩʔόϧωοτϫʔΫ

国内Ϧʔεۀࣄʹ͓͚ΔࢢγΣア

国内Φʔτۀࣄのల։ྗ

߹หձࣾ

߹หձࣾ

߹หձࣾ

߹หձࣾ

ग़ ࢿ
ग़
ࢿ

ग़
ࢿ ग़

ࢿ

営業資産残高
2009年3月末
実績比

グループ車両
管理台数

グループネットワーク数字で見る強み

高͍ઐੑΛ͠ۦΛݗҾ

๛ͳωットϫーΫΛ׆用͠ɺࣄ業نΛ֦େ

オートリースɾレンλΧー
のϥΠンφッϓࢦ۶ࠃ

3.2倍
（当期末残高8,141億円） （前期比＋３万台）

57万台
๛ͳωットϫーΫΛ׆用͠ɺࣄ業نΛ֦େ

౦アジア
2カ国

北米
2カ国

中南米
12カ国

欧州
15カ国

南アジア
1カ国

アηアϯ
5カ国 37カ国※

で展開
（2016年4月1日時点）
※香港は中国に含めます。台湾は1カ国としてカウントしています。

トッϓΫϥスのシΣΞ

※1  2014年度
　　日本経済新聞社
　　 発表数値
※2  当社集計ベース

国内リース取扱高シェア※1
リース手法を活用した先端設備等
導入促進補償制度推進事業における実績シェア※2

11.8% 50%

東京センチュリーリースの強み

当社グループは、「ࠃϦーεۀࣄ」「εϖシϟルςΟۀࣄ」「ࠃΦーτۀࣄ」「ۀࣄࡍࠃ」の4ۀࣄに

ྗして͓Γ、ͦ ΕͧΕのۀࣄに͓いてۀքのϦーσΟϯグɾΧϯύχーをࢦし、当社グループならͰはのՃՁの

ఏڙにऔΓΜͰいます。

౦ژηϯνϡϦーϦーεグループのڧΈは、͜ ΕまͰഓͬて͖ͨ実とϊϋ、ͦ して、ࠃ֎のτップۀاとのྗڧな

ωッτϫーΫを༗している͜とͰす。౦ژηϯνϡϦーϦーεのαーϏεఏྗڙとύーτナーۀاのωッτϫーΫྗを

ֻ͚߹Θͤる͜とͰ、͓ ٬͞まのχーζを的֬にଊ͑ͨ、ߋなるՁをग़しています。

「金融」のを͑ͨ෯いྖۀࣄҬと、当社と͓٬͞まとのྗڧなωッτϫーΫが融߹する͜とにΑΓ、
当社グループの独自性͋るՁがग़͞Εています。
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7期連続12%以上
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50%

27%

14%

9%

国内Ϧʔε
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国ۀࣄࡍ

国内Φʔτ
ۀࣄ

εϖγϟϧςΟ
ۀࣄ

81%

12%

3%

4%

国内Ϧʔε
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国ۀࣄࡍ
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ۀࣄ

国内Φʔτ
ۀࣄ
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*)*グϧーϓの（株）*)*ϑΝΠφンス
αϙートΛ࿈݁ࢠձࣾԽ

λλɾΩϟϐλϧͱ業ఏܞɺ
Πンドʹਐग़

ΠンドωシΞʹݱ๏ਓΛ設ཱ

����

ΠンドωシΞʹݱ๏ਓΛ設ཱ

ಉͰଠཅޫڞセϥ（株）ͱژ
売ిࣄ業ձࣾΛ設 セϥژཱ）
5$-ιーϥー߹ಉձࣾ）

ΠンドωシΞʹݱ๏ਓΛ設ཱ

ಉͰଠཅޫڞセϥ（株）ͱژ
売ిࣄ業ձࣾΛ設 セϥژཱ）

オートリース業քୈ�
Ґの本Χーιリϡー
シϣンζ（株）ͳΒび
ʹレンλΧー業քୈ�
Ґのχッϙンレンλ
ΧーαーϏス（株）Λ
࿈݁ࢠձࣾԽ

リースੈքୈ�Ґのถػۭߤ
ػۭߤSPVQ�*OD�ͱ)�5*$ࠃ
リースの߹หࣄ業Λ։࢝

ཱػݐグϧーϓͱڞಉ
ͰλΠɾΠンドωシΞʹ͓
ցのϕンμーػ設ݐ͍ͯ
ϑΝΠφンスΛ։࢝

�（株）オリΤントコーϙレー
シϣンͱの߹หʹΑりɺத
খا業͚ϕンμーリー
スઐձ （ࣾ株）オリコϏ
δωスリースΛ設ཱ

����

ཱػݐグϧーϓͱڞಉ

リースੈքୈ�Ґのถػۭߤ
ػۭߤSPVQ�*OD�ͱ)�5*$ࠃ
リースの߹หࣄ業Λ։࢝

オートリース業քୈ�
Ґの本Χーιリϡー
シϣンζ（株）ͳΒび

ถࠃのେखಠཱܥリースձ
ࣾͰ͋Δ$4*�-FBTJOH�*OD�
のશࢠձࣾԽΛܾఆ

30&߹ซʙ����
のओͳτϐοΫε

�����
ԯԁ

223
ԯԁ

223
ԯԁ

「センチュリー・リーシング・システム株式会社」と
「東京リース株式会社」が合併し、
「東京センチュリーリース株式会社」が誕生

����

※合併直前期の2009年3月期は、旧センチュリー・
   リーシング・システム（株）と旧東京リース（株）の
   単純合算値。

Ӧۀ資࢈高ʢ࣠ࠨʣ

経ৗརӹʢӈ࣠ʣ

*)*グϧーϓの（株）*)*ϑΝΠφンス
αϙートΛ࿈݁ࢠձࣾԽ

�����
ԯԁ

�����
ԯԁ

ձࣾגओʹؼଐ͢Δظ७རӹ

3ഒ

ৗརӹܦ

223 ԯԁ

�����݄ظ

680ԯԁ
�����݄ظ

東京センチュリーリースの実行力
当ظのӦۀ資࢈高は߹ซલظΑΓ���ഒの�ஹ����ԯԁ、経ৗརӹは߹ซલظΑΓ���ഒの���ԯԁとなΓましͨ。
経ৗརӹはظ�࿈ଓͰ࠷高ӹߋ৽を実現しましͨ。
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営業資産残高（左軸） ROA（右軸）

2.22.2

2.32.3

13.113.1

※1 営業資産経常利益率

14.0 13.9

14.5
12.5

25,515ԯԁ379.34ԁ400ԯԁ680ԯԁ

29,911ԯԁ／2.3%

／13.1%

33,179ԯԁ 14,979ԯԁ

0
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財務・非財務ハイライト

財務情報
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1818

産業廃棄物排出量（左軸）※2 日本カーソリューションズ（株）、ニッポンレンタカー
　   サービス（株）の連結子会社化により増加 有価物化比率（右軸）女性従業員のうち育児休業を取得した数
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�� 社໊มߋ ʕ 「౦ژηϯνϡϦー」

�� ୈೋ࣍தظ経Ӧܭըの૯ׅ

�� 当社グループをऔΓר Ϧ͘εΫとػ会

�� ৽தܭ「ୈ࣍ࡾதظ経Ӧܭը」に͓͚るجຊํ

�� 「ୈ࣍ࡾதظ経Ӧܭը」ʕ経Ӧઓ 「ུӦجۀ൫ڧԽ」「経Ӧج൫ڧԽ」

についてݩओؐג ��

�� $43のऔΓΈ

15

15

16

18

18

19
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$POUFOUT

社長メッセージ

ɹ「౦ژηϯνϡϦー」とい͏໊শは、גओをは͡Ί、͓ ٬͞ま、ͦ のଞのεςーΫϗルμー

のํʑ͔らにΘͨΓしまΕて͖ͨϒϥϯυͰ͋Γ、当社にとͬてوॏな࢈ࡒͰ͋Γます。

ɹޙࠓ৽しいྖۀࣄҬをΓ͖つつ、持ଓ的を実現する͜とにΑΓ、ߋなるۀاՁ

の্にΊてまいΓます。

ɹ৽しい社໊には、ྖۀࣄҬがେ͖͘がるな͔、「Ϧーε」ͩ ͚の会社Ͱはな にറ੍ن͘」

らΕないϊϯόϯΫの࣌」をܴ͑ͨ͜とを、社֎に͘͝ೝࣝい͖ͨͩͨいとのࢥいを

。Ίていますࠐ

2. 第二次中期経営計画の総括
　ୈೋ࣍தܦظ営ܭը（ҎԼɺୈೋ࣍தܭ）の࠷ऴͱͳΔ20163݄ظの࿈݁ܦৗརӹ

680ԯԁɺ࿈݁営業資産高2ஹ9,911ԯԁͱͳりɺ当ॳのܦ営ඪͰ͋Δ࿈݁ܦৗརӹ500

ԯԁҎ্ɺ࿈݁営業資産高2ஹ6,000ԯԁΛେ෯ʹա達͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͠ たɻ

　ୈೋ࣍தظܭ間ʹ͓͍ͯɺ当ࣾൃҎདྷのओྗͰ͋Δࠃリースࣄ業のૅجऩӹྗͱ

ΩϟッシϡɾϑϩーΛɺ高͍ϙςンシϟϧ͕Ίɺ当ࣾͳΒͰのڧΈΛൃشͰ͖Δスϖシϟϧ

ςΟࣄ業ɺࠃオートࣄ業ɺࣄࡍࠃ業ੵۃతʹৼり͚Δͱͱʹɺࠃ֎ʹ͓͚

ΔΞϥΠΞンスઓུΛపఈతʹਪਐ͖ͯ͠た݁ՌɺࡏݱͰࠃリースࣄ業ͱ߹Θͤた当ࣾの

̐本பͱ͠ ͠·൫Λཱ֬͠ج業ࣄͯ たɻ

1. 社名変更  ʕʮ౦ژセンνϡリーʯ

　͜のたびɺ୯ͳΔリースɾϑΝΠφンスػのϓϩバΠμー͔Β٫͠ɺ自Β͢ΔՄੑʹର͠

ͯɺʹΊΔ͜ͱͳ͘෯ࣄ͍業ྖҬઓ͢Δ͜ͱΛ໌֬ʹࣾ֎ʹࣔ͢ɺͱ͍͏؍͔Βɺ

໊͔͋͑ͯࣾΒʮリースʯΛ֎͢ͱ͍͏ܾஅΛ͠ ·͠ たɻ

　·たɺ৽໊ࣾʹ߹Θͤͯا業理೦ମܥ（ܦ営理೦ɺコーϙレートスϩーΨンɺܦ営ํ）Λ৽͠·

͠たɻ৽ܦ営理೦Ͱɺʮ高͍ઐੑͱಠ自ੑΛͭ࣋金༥ɾαーϏスا業ʯΛඪᒗ͠ɺʮ金༥ʯʮαー

Ϗスʯʮࣄ業ʯの3ͭのࣄ業ల։ʹΑりɺ৽たͳࣄ業ྖҬΛり͘当ࣾの༳Δ͗ͳ͍ܾҙΛදͯ͠

͍·͢ɻߋʹɺʮ金༥ɾαーϏスا業ʯͱ͠ ࣄ業Λల։͢Δ当ࣾのࣾձతʹ͍ͭͯ໌ࣔ͠ɺʮࣄͯ

業のʹઓ͢Δ͓٬͞·ͱͱʹɺڥʹ配ྀ͠た॥ࣾࡁܦܕձの実ݱのݙߩʯΛએͯ͠ݴ

͍·͢ɻޙࠓɺا業のࣾձతΛৗʹҙࣝ͠ɺ॥ࣾࡁܦܕձͮ り͘Λ୲͏ଘࡏͱ͠ ͯɺੵ తۃ

͔ͭ実ʹࣄ業׆ಈʹऔりΜͰ͍͖·͢ɻ

その挑戦に、力を。
『金融×サービス×事業』の新領域へ。

東京センチュリー

౦ژηϯνϡϦーグループは、高い専門性と独自性を持つ金融ɾαーϏεۀاとして、
。にྀしͨ循環型経済社会の実現に貢献しますڥのにઓする͓٬͞まととに、環ۀࣄ

コーポレートスローガン 経営方針

̍ɽ  ͓ ٬͞まとの࿈ܞ、グループの૯ྗの݁ूをͬて、͋ らΏる 
可能性をٻしながら、グローόルにྑ࠷のɾαーϏεをఏڙし、
͓٬͞まのۀࣄ発展に貢献します。

̎ɽ  ৽しいྖۀࣄҬをΓ͖つつ、持ଓ的を実現する͜とにΑΓ、
தظ的なۀاՁの্にΊます。

̏ɽ  ଟ༷なਓࡐの能ྗとݸ性のੵۃ的な発شをଅす෩をৢし、
すての৬һが専門性を高Ί、とތΓを実ײͰ͖るۀاを
ࢦします。

̐ɽ  ۀاの社会的をৗにҙࣝし、循環型経済社会ͮ͘Γを୲͏
ଘࡏとして、ੵ 。いますߦ活ಈをۀࣄ的͔つ実にۃ

経営理念

※มߋ༧ఆɿ������݄�

ɹ౦ژηϯνϡϦーϦーεグループは、�����݄に߹ซしてҎདྷ、༷ ʑなऔΓΈを

௨ 「͡૯߹フΝΠナϯεɾαーϏεۀا」として、ॱ ௐにۀ༰を֦େして͖ましͨ。͜ のͨ

ͼ、「Ϧーε」とい͏ۀࣄ༰をݶఆしてしま͏໊শを社໊に用い 「ͣ౦ژηϯνϡϦー

なるਐԽɾ高Խをਪਐしてい͘とߋ能のػ会社」とվΊ、ϦーεɾフΝΠナϯεࣜג

とに、高い専門性を持つグローόルな「金融ɾαーϏεۀا」として、෯いۀࣄ展։を

。していܾ͘ҙをࣔす͜とといͨしましͨࢦ

代表取締役社長

����݄̓
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　当ࣾグϧーϓの࣋ଓతͳʹ͚たऔりΈͱ高͍資本ޮ率（ROE）͕ ධ価͞Εɺ2014

1݄ʹ（株）౦݊ূژऔҾॴͱ（株）本ࡁܦ৽ฉ͕ࣾڞಉͰ։ൃ͠たʮJPXܦΠンσッΫス

400ʯʹ બఆ͞Ε·͠たɻ·たɺ20155݄ʹɺࡁܦ産業লͱ（株）౦݊ূژऔҾॴ͕ڞಉͰ

ਐΊΔʮ߈ΊのITܦ営ฑʯʹ ɺଞࣾʹઌ͚·٬͓͚͞ۦʹఏ͖ͯ͠ڙたITπーϧɺا業トッ

ϓ͕ੵۃతʹITઓུʹؔΘΔܦ営͕࢟ධ価͞Εɺʮͦのଞ金༥業ʯͱ͠ ͯ།一બग़͞Ε·͠ たɻ

ʮ߈ΊのITܦ営ฑʯʹ ࠓ2࿈ଓͰબఆ͞Ε͓ͯりɺܦ営のΫオリςΟ໘ʹ͓͍ͯண実

ͳՌΛੵΈ্͛Δ͜ͱ͕Ͱ͖たͱଊ͍͑ͯ·͢ɻ

　ୈೋ࣍த࠷ܭऴͱͳΔ20163݄の࣌価૯額4,452ԯԁͱͳりɺ当͕ࣾൃ͠た

20094݄͔Βの7Ͱɺ約7ഒʹ૿େ͠·͠たɻ͜ Εɺ当͕ࣾ౷߹ޙऔりΜͰ͖たୈ一࣍ɺ

ୈೋ࣍தܭʹ͓͚Δ実Λ株ओ͓Αび投資Ոのօ͞·ʹ͝ධ価͍た͚ͩた݁Ռͱड͚ࢭΊͯ

͓りɺ当ࣾ৬һの自信ʹͭͳ͕͍ͬͯ·͢ɻ

3. 当社グループを取り巻くリスクと機会
　本ࡁܦɺʹΑΔࡒࡦۜʹΑΔ金༥؇ࡦのܧଓʹΑりɺ؇͔ͳ͕Βճ෮

ͳͲ当ࣾɺҝସ原༉価֨のಈݮのؾܠ֎Λத৺ͱ͠たւࠃڵ৽ࠃΔ一ํɺத͋ʹ

グϧーϓΛऔりࣄ͘ר業ڥ·͢·͢ෳࡶʹͳりɺ͜ Ε·ͰΑり一͍͠状況͕ଓ͍͍ͯ ͘の

ͱೝ͍ࣝͯ͠·͢ɻ

　当ࣾグϧーϓʹ͓͍ͯɺै લ͔Βا業信用リスΫɺ金རมಈリスΫɺ設備投資のಈɺอ༗資

産の価֨มಈɺ੍ มߋͳͲ༷ʑͳリスΫ͕ଘ͠ࡏ·͢ɻ当ࣾグϧーϓͱ͠ ͯɺا業価の࠷େ

ԽʹɺコーϙレートɾΨバφンス͕༗ޮʹػ͢Δ͜ͱ͕ॏཁͳܦ営՝Ͱ͋ΔͱのೝࣝのԼɺ

のมԽʹਝ͔ͭత֬ͳஅΛՄͱ͠ɺ݈ڥ営ܦ શͰಁ໌ੑの高͍ܦ営ମ੍の実ݱʹऔり

ΜͰ͍·͢ɻ

　一ํɺ当ࣾ͜のࣄ業͕ͦ͜ڥ当ࣾグϧーϓのߋͳΔのػձͰ͋Δͱೝ͍ࣝͯ͠

·͢ɻ͜ のΑ͏ͳڥԼʹ͓͍ͯɺ֤ छ੍نʹΑり資本ߏࣄ業ల։੍͕͞ݶΕΔۜ行ͳͲ

ݶ業ల։の੍ࣄΛड͚ͳ͍当ࣾʹ੍نͱʹͳり·͕͢ɺ͜͢ࢦͰऩӹ֫ಘΛࢢఆ͞Εたݶ

͋り·ͤΜɻޙࠓɺ当ࣾのਝ͔ͭྗతͳࣄ業ల։͕·͢·͢ڧΈͱͳΔͱ֬信͓ͯ͠りɺ

自༝の高͍ࣄ業ڥΛ࠷େ͔͠׆ʹݶɺ৽たͳࣄ業ྖҬΛり͘͜ ͱ͕ͦ͜当ࣾグϧーϓのߋ

ͳΔのಓͩےͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

国内リース事業分野
採算性向上、差別化ɾサービス化を追求した営業
スタイルの推進

国内オート事業分野
日本カーソリューションズ（株）、ニッポンレンタ
カーサービス（株）の連結子会社化による事業基
盤確立、（株）オリコオートリースの順調な拡大

スペシャルティ事業分野
船舶、航空機、環境ɾエネルギー、不動産などの
飛躍的な成長

国際事業分野
優良企業とのアライアンス戦略、グローバル
ネットワークの確立

ࣾメッセーδ

第二次中計期間における4つの事業分野の成果

ຊํج
資産ޮ率Λॏ͠ࢹたʮ高ऩӹϏδωスϞσϧʯのมֵΛਪਐ͠ɺ

ଓతのૅΛங࣋͘ͳΔߋ

Ӧઓུܦ
【Ӧجۀ൫ڧԽ】

1.  リースの֓೦Λ͑た৽たͳϏδωスྖҬのมֵ

2.  ňϑΝΠφンスŉͱ ňࣄ業ŉの༥߹ʹΑΔ৽たͳ価

3.  グϧーϓྗΛ݁ू͠たオートࣄ業૯߹No.1のઓ

4.  ΞϥΠΞンスઓུのਪਐʹΑΔւ֎Ϗδωスの֦େ

5.  Ӭଓతͳا業ൃలʹ͚たࣄ業اըɾ։ൃ

Ӧઓུܦ
【Խڧ൫جӦܦ】

1.  ࿈݁ܦ営のڧԽ

Խڧ൫のॆ実ͱجࡒ  .2

3.  リスΫコントϩーϧの高Խ

4.  ਓࡐ։ൃのڧԽ

5.  コーϙレートɾΨバφンスのॆ実

Ӧඪܦ

20193݄ظ（ܭը） 20163݄ظ（実）

 ࿈݁ܦৗརӹ 800ԯԁҎ্ 680ԯԁ

 ࿈݁ROA ʢܦৗརӹʗӦ࢈ࢿۀʣ 2.3ˋҎ্ 2.3ˋ

 ࿈݁ࣗࢿݾຊൺ 11.0ˋ 9.6ˋ

ୈ࣍ࡾ中ܦظӦܭըɹ2016ʙ2018ɹαϚϦʔ

৽中ܭʹ͓͚Δ࿈݁ܦৗརӹඪのΠϝʔジ

2016年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2016年 2017年 2018年 2019年

第三次中期経営計画期間

680
億円

800
億円
以上

17東京センチュリーリース株式会社  統合レポート 201616 東京センチュリーリース株式会社  統合レポート 2016



4. 新中計「第三次中期経営計画」における基本方針
　͜Ε·Ͱ当ࣾ営業資産高Λத৺ͱ͠たྔత֦େʹॏ͖Λஔ͍ͯɺظͰ͋Δスϖ

シϟϧςΟɺࠃオートɺࡍࠃの֤ࣄ業Λ͖ͤͯ͞·͠たɻͦ Εʹ͍ɺ営業資産高͕

̏ஹԁنʹ૿Ճɺ資産༰ଟ༷Խ͢Δͳ͔ɺリスΫのछྨྔͱ͍ͬたリスΫɾϓϩϑΝΠϧΛ

౿·͑た͏͑ͰのߋͳΔऩӹੑの্ͳͲɺܦ営ʹର͢Δཁ͕一高·͍ͬͯ·͢ɻ

　当ࣾɺ͜ のΑ͏ͳܦ営ڥΛ౿·͑ɺ20165݄ɺ৽たͳܦ営ܭըͱͳΔୈ࣍ࡾதܦظ営ܭը

（ҎԼɺୈ࣍ࡾதܭ）Λൃද͠·͠ たɻ͜ のୈ࣍ࡾதܭͰɺʮ資産ޮ率Λॏ͠ࢹたh 高ऩӹϏδω

スϞσϧ ɦのมֵΛਪਐ͠ɺߋͳΔ࣋ଓతのૅΛங͘ʯ͜ ͱΛج本ํͱ͠ ͠·͛ܝͯ たɻ

　ୈ࣍ࡾதظܭ間ɺ当͕ࣾӬଓతͳʹ͚たૅΛங͘たΊのେ͖ͳసͱଊ͑ɺྔ త֦

େΛ͢ࢦΔϏδωスϞσϧ͔Βੑࢉ࠾の高͍資産ΛੵΈ্͛Δʮ高ऩӹϏδωスϞσϧʯの

มֵΛ͠ࢦ·͢ɻܦ営ඪʹ͓͍ͯɺ資産ޮ率ॏࢹの؍͔Βɺ࿈݁営業資産高ʹ͍ͭͯ

ৗརӹ800ԯԁҎ্ɺࣾܦ営ඪͱͤͣɺ࿈݁ܦ Ͱ׆用͍ͯ͠Δ࿈݁ROA（営業資産ܦৗརӹ

率）2.3ˋҎ্Λ҆ఆతʹ্ܭͰ͖Δମ੍のߏஙΛ͠ࢦ·͢ɻ·たɺࡒレバレッδʹؔͯ͠ɺ

࿈݁自己資本比率11.0ˋの֬อʹΊɺࡒج൫のߋͳΔڧԽਤ͍͖ͬͯ·͢ɻ

5. 「第三次中期経営計画」ʕܦ営ઓ ʮུ営業ج൫ڧԽʯʮܦ営ج൫ڧԽʯ

　ୈ࣍ࡾதܭͰɺج本ํのԼɺܦ営ઓུͱ͠ ͯ営業ج൫ڧԽͱܦ営ج൫ڧԽʹऔりΜͰ͍ ·͖͢ɻ

営業ج൫ڧԽ
国内Ϧʔεۀࣄ
༧ଌ͞Ε·͕͢ɺै͕ڥ業ࣄ͍͠ݫ業Ҿ͖ଓ͖ࣄリースࠃ　 དྷのリースの֓೦Λ

͑た৽たͳϏδωスྖҬのมֵΛ͠ࢦ·͢ɻ۩ମతʹɺROAΛҙࣝ ʮ͠αーϏスʯΛ

Ωーϫードͱ͢Δڝ૪༏ҐͳϏδωスの֦େΛਤΔͱͱʹɺ༗ྗύートφーͱ࿈͠ܞたڞಉ

ɺʮϞϊʯの価ʹண͠たϏδωス（オϖレーςΟンʹߋ業Ϗδωスのਪਐʹྗ͠·͢ɻࣄ

グɾリースɺレンλϧࣄ業ͳͲ）のڧԽɺ࠶資ݯԽʹ͚たリϢースɾリαΠΫϧࣄ業の֦େ

ͳͲɺڥʹ配ྀ͠た॥ࣾࡁܦܕձの実ݱʹऔりΜͰ͍͖·͢ɻ

εϖγϟϧςΟۀࣄ
　ધഫɺػۭߤɺڥɾΤωϧΪーɺෆಈ産ͳͲΛओͱ͠たઐੑの高͍ϏδωスΛల։͢

ΔスϖシϟϧςΟࣄ業ͰɺʮϑΝΠφンスʯͱʮࣄ業ʯの༥߹ʹΑΔ৽たͳ価Λ

͠ࢦ·͢ɻ۩ମతʹɺ営業資産高のྔత֦େ͔Βɺ࣭ త（信用 ɾྗऩӹྗ）্Λਤりɺ

ͦΕͧΕのϏδωスのݱͰ価Λ୲͏ਓࡐのઐԽɺઓུύートφーͱのࣄ業の

֦େΛਤ͍͖ͬͯ·͢ɻߋʹɺ̓ ఆ͠たऩӹج൫のཱ֬Λ͠ࢦɺ֤ ྗʹ͓͍ͯ

৽スΩーϜग़ޱઓུͳͲのҙʹΑΔ্ੑࢉ࠾ͱɺϑΟーϏδωスɺΤΫΠςΟ投

資ʹΑΔΩϟϐλϧήΠンͳͲのඇ金རऩӹのग़ʹऔりΜͰ͍͖·͢ɻ

ࣾメッセーδ

国内Φʔτۀࣄ
　本Χーιリϡーシϣンζ（株）（๏ਓオートओମ）ɺ（株）オリコオートリース（ݸਓオートओ

ମ）ɺχッϙンレンλΧーαーϏス（株）（๏ਓɾݸਓレンλΧー）ͱࠃ۶ࢦのࣄ業ج൫Λ༗͢

Δࠃオートࣄ業ͰɺグϧーϓྗΛ݁ू͠たオートࣄ業૯߹No.1ʹ͚ͯઓ͠·

͢ɻ۩ମతʹオートリース͓ΑびレンλΧーࢢɺͦ ΕͧΕのڥมԽΛ͠ࢹɺ৽たͳス

ΩーϜا߹ڝ業ʹউͪൈ͚Δɺ当ࣾͳΒͰのڧΈΛグϧーϓのྗͱͯ݁͠ूͤ͞·

͢ɻ·たɺ༗ྗύートφーͱのఏܞM&Aɺͦ ͯ͠ɺ自ಈंઌٕज़ͳͲ৽ྖҬのઓͳ

ͲʹੵۃతʹऔりΜͰ͍͖·͢ɻ

国ۀࣄࡍ
　౦ΞδΞɾΞセΞンɺߋʹถ͔ࠃΒグϩーバϧʹల։͢Δࣄࡍࠃ業ͰɺΞϥΠΞン

スઓུのਪਐʹΑΔւ֎Ϗδωスの֦େΛ͠ࢦ·͢ɻݱ༗ྗύートφーا業͕༗͢Δ๛

ͳج٬ސ൫ͳͲのڧΈͱ当ࣾグϧーϓͳΒͰのݟϊϋΛֻ͚߹ΘͤΔ͜ͱͰɺ

シφδーΛൃ͠شɺスϐードײΛͯͬ࣋ϏδωスΛ֦େ͍͖ͯ͠·͢ɻ·たɺऩӹੑの্ʹ

͍ͭͯॏཁͳ՝ͱೝ͓ࣝͯ͠りɺリスΫɾリλーンΛेྀ͠ߟたඇاܥ業औҾの֦

େʹऔりΜͰ͍͖·͢ɻ

Խڧ൫ج営ܦ
Խͱ͠ڧ൫ج営ܦ　 ͯɺᶃ࿈݁ܦ営のڧԽɺᶄࡒج൫のॆ実ͱڧԽɺᶅリスΫコントϩーϧの

高Խɺᶆਓࡐ։ൃのڧԽɺᶇコーϙレートɾΨバφンスのॆ実Λਪ͠ਐΊ͍͖ͯ·͢ɻグϩーバϧ

ʹϏδωスΛల։͢Δ当ࣾグϧーϓʹ;͞Θ͍͠ɺ৫ͱ͠ ͯのαϙートػの֦ॆͱͦのレϕϧ

ΞッϓͳͲɺܦ営ج൫の҆ఆੑΛڧԽ͍ͯ͠ ͱ͘ͱʹɺ20156݄͔Βࢪ行͞Εたコーϙレート

ΨバφンスɾコードΛ౿·͑ɺ当ࣾグϧーϓのا業価্ʹ資͢ΔϚωδメントମ੍の実ޮੑ୲อ

ʹҾ͖ଓ͖औりΜͰ͍͘ํͰ͢ɻ

6. 株主還元について
　201411݄ʹɺ配当ੑ20ˋΛॲ

ͱ͍ͤͯ͞た͖ͩ·͠たɻ20163݄ظ

ʹ͍ͭͯɺձࣾ株ओʹؼଐ͢Δ当ظ

純རӹ͕400ԯԁͱ59ԯԁの૿ӹͱͳͬ

た͜ͱ͔Βɺ௨ظ配当ʹ͍ͭͯɺॳ༧

ఆΑり૿配෯Λ֦େ͠ɺલ比15ԁ૿

配の80ԁ（配当ੑɿ21.1ˋ）ͱͤͯ͞

͍た͖ͩ·͠たɻ20173݄ظʹ͍ͭͯ

ɺۜʹΑΔϚΠφス金རࡦのಋೖ

Ҏ߱ɺا業ʹର͢Δ株ओؐݩのظ

の高·りΛೝࣝ͠ɺ15ʹߋԁ૿配の95ԁ

（配当ੑɿ23.6ˋ）Λ༧ఆ͍ͤͯ͞たͩ

（円）

11/3 12/3 13/3 14/310/309/3 15/3

3232
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4040
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5252
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͍͍ͯ·͢ɻ͜ ΕʹΑりɺ当ࣾچ౦ژリース（株）ʹ ͓͚Δ19993݄ظΑり19ظ࿈ଓ૿配Λ

༧ఆ͍ͯ͠·͢ɻ

ඪΛ達͢Δ͜ͱͰ֬ܭத࣍ࡾのバϥンスʹ配ྀ͠ɺୈݩ当ࣾɺ投資ͱ株ओؐޙࠓ　

実ͳ૿配Λ͖͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ

7. CSRへの取り組み
　当ࣾグϧーϓ৽たͳܦ営理೦のԼɺʮͦのઓʹɺྗ ΛɻʯのコーϙレートスϩーΨンΛ͛ܝ

·͠たɻ͜ Εࣄ業ൃలʹઓ͢Δ͓٬͞·ɺߋʹͦの͓٬͞·ΛΞシスト͢Δ当ࣾグϧーϓの

ै業һのઓ࢟ʹରͯ͠ɺ当ࣾձࣾ৫ͱͯ͠ྗʹͳΔ͜ͱɻ݁ Ռͱͯ͠ɺ͓ ٬͞·ɺ当ࣾグ

ϧーϓのै業һのઓ͕実͢ݱΔͱͱʹɺ࣋ଓతΛ͢ࢦ当ࣾのઓ実͢ݱΔ͜ͱʹͭ

ͳ͕Δͱの͍Λද͍ͯ͠·͢ɻ·たɺ当ࣾا業ͱͯ͠のࣾձతΛৗʹҙࣝ͠ɺ自༝ͳࣄ業

ྖҬΛ͔͠׆た高͍ઐੑͱಠ自ੑの͋Δ෯͍金༥ɾαーϏスΛఏ͢ڙΔ͜ͱͰɺ資ݯΛޮ率

తʹ׆用͠ͳ͕ΒൃࡁܦలΛՄʹ͢Δʮ॥ࣾࡁܦܕձʯの実ݱのݙߩܦ営理೦ʹͭͳ

͍͛ͯ·͢ɻ

　ୈ࣍ࡾதܭʹ͓͍ͯɺ͓ ٬͞·ɺ͓ औҾઌɺ株ओɾ投資Ոのօ͞·ɺҬࣾձɺै 業һͳͲ

༷ʑͳスςーΫϗϧμーͱのੵۃతͳରΛ௨ͯ͡ɺʮྑ͖ا業ࢢ民ʯͱͯ͠Ռたׂ͖͢Λ

自֮͠ɺ๛͔ͳࣾձの実ܦ͚ͯʹݱ営ඪ͓Αび֤छࡦࢪΛܾఆ͍ͯ͠·͢ɻ·たɺࠃリー

スࣄ業ɺスϖシϟϧςΟࣄ業ɺࠃオートࣄ業ɺࣄࡍࠃ業Ͱɺͦ ΕͧΕʹ

͓͍ͯऩӹのΈΛ͢ٻΔ׆ࡁܦಈ͚ͩͰͳ͘ɺࣄ業ͦのの͕ʮ॥ࣾࡁܦܕձʯの実ݱʹ

ΔɺリϢースɾリαΠΫϧͳͲのグリーンϏδωスଠཅޫൃిͳͲのΫリーンΤωϧ͢ݙߩ

ΪーϏδωスͳͲɺ͓ ٬͞·ͱͱʹࣾձ՝のղܾʹऔりΜͰ͍·͢ɻ

　͜ΕΒの׆ಈΛ͑ࢧɺ当ࣾグϧーϓのݯઘͰ͋Δਓࡐʹ͍ͭͯɺʮϓϩϑΣッシϣφリ

ςΟʯʮઌੑݟʯʮ૾ྗˍྗʯΛൃ͢شΔ͜ͱͰɺ͓ ٬͞·のࣄ業ల։ɾൃలΛେ͖͘Ξ

シスト͠ɺ॥ࣾࡁܦܕձの実ݱのݙߩΛظ͍ͯ͠·͢ɻͦ のたΊɺ当ࣾͰଟ༷ੑ͋Δ

ਓ͕ͦࡐΕͧΕのྗΛൃ͠شɺੜ͖ੜ͖ͱ׆༂Ͱ͖ΔڥのߏஙΛଅਐ͢ΔʮμΠバーシςΟ

ਪਐࣨʯΛਓࣄ෦ʹ設ஔ͢ΔͱͱʹɺʮμΠバーシςΟج本ํʯΛ੍ఆ͠ɺ༷ ʑͳࡦࢪΛ

実行͍ͯ͠·͢ɻ　

　当ࣾグϧーϓɺޙࠓ業の֦େ͚ͩͰͳ͘ɺ業քのリーσΟングɾΧンύχーͱͯ͠ࣄ

業׆ಈΛ௨͡たࣾձݙߩɺڥอશ׆ಈͳͲΛਪਐ͢Δͱͱʹɺࣾձతྗのഉআଃऩ

ɺഊࢭͳͲҾ͖ଓ͖コンϓϥΠΞンスΛపఈ͠ɺڥ໘ɾࣾձ໘ʹ配ྀ͠たܦ営Λ実ફ͢

Δ͜ͱʹΑりɺا業のࣾձతΛՌた͍͖ͯ͠·͢ɻߋʹɺコーϙレートɾΨバφンスのڧԽʹ

ΑΔ݈શͰಁ໌ͳܦ営ʹΊɺスςーΫϗϧμーのօ͞·͔Β信པ͞Εɺظ͞ΕΔا業Λࢦ

͍͖ͯ͠·͢ɻ

　20166݄ɺ当ࣾɺࡁܦ産業লͱ（株）౦݊ূژऔҾॴ͕ڞಉͰਐΊΔʮ߈ΊのIT 
ʹ営ฑ2016ʯܦ બग़͞Ε·͠たɻࡢ͔Β2࿈ଓͰのબग़ͱͳり·͢ɻ
　ʮ߈ΊのITܦ営ฑʯͱɺதظతͳا業価の্ڝ૪ྗのڧԽͱ͍ͬたࢹͰ
業Λا用ʹऔりΜͰ͍Δ׆తͳITのརۃΛたΒ͢ੵ্営ֵ৽ɺऩӹਫ४ɾੜ産ੑのܦ
ʮ߈ΊのITܦ営ฑʯͱͯ͠ɺ業छ۠͝ͱʹબఆͯ͠հ͢ΔのͰ͢ɻࠓճɺ౦ূ্
ا業約3,500ࣾのத͔Β当ؚࣾΊͯ26͕ࣾબఆ͞Ε·͠たɻ
　当ࣾʹ͓͍ͯɺΠンλーωットΛ׆用͠たITπーϧΛૣ͔͘Β։ൃ͠ɺリース契約͓٬
͞·の資産管理ʹؔΘΔใΛఏ͢ڙΔͳͲ͓٬͞·のχーζʹ෯͘ରԠ͢Δͱͱʹɺ

ΫϥドαーϏスΛ׆用͢Δ͜ͱʹΑりརศੑΛ高Ί͍ͯ·͢ɻグϧーϓձࣾの本Χーιリϡーシϣンζ（株）Ͱɺオート
リースࣄ業のՃαーϏスͱͯ͠ɺςレϚςΟΫスαーϏスʮNCS ドϥΠϒドΫλーʯΛల։͍ͯ͠·͢ɻނࣄɾݥةӡసͳ
Ͳのӡసಛੑの͑ݟΔԽɺӡ行管理のޮ率ԽΛαϙート͢ΔػͳͲɺ̓ શɾ̓ ৺ͳަ௨ࣾձの実ݱʹ͢ݙߩΔαー
ϏスΛఏ͍ͯ͠ڙ·͢ɻ
　͜の༷ͳऔりΈʹՃ͑ɺ当ࣾのܦ営トッϓ͕ΞχϡΞϧレϙート֤छメσΟΞΛ௨ͯ͡ɺIT׆用のॏཁੑʹ͍ͭͯܧ
ଓతʹൃ信͓ͯ͠りɺIT׆用ʹؔ͢ΔࣾձٞใセΩϡリςΟରԠΛ͡Ίɺܦ営トッϓ͕ओମతʹܞΘ͍ͬͯΔ͜
ͱͳͲΛධ価͍ͯ͠た͖ͩ·͠たɻ

　ʮJPXܦΠンσッΫス400ʯɺ資本ޮ率Λࣔ͢ROEΛ͡Ίɺ
グϩーバϧͳ投資ج४Λຬた͠たʮ投資ऀʹͱͬͯ投資ັྗの高͍
ձࣾʯͰߏ͞ΕΔ株価ࢦͰ͢ɻ2014のࢦ設Ҏདྷɺ当ࣾ
ฑબఆ͞Ε͍ͯ·͢ɻ

　当ࣾɺಠ自のڧΈΛ࠷େ͔͠׆ݶ
たܦ営ઓུΛண実ʹ実行͢Δ͜ͱͰɺ
ৗʹܦ営ඪΛ্ճΔՌΛ͖ͯ͛ڍ
·͠たɻͦ の݁Ռɺ資本ࢢ͔Β高͘
ධ価͞Εɺ࣌価૯額߹ซ࣌の約7ഒ
·Ͱ֦େ͠·͠たɻ

｢攻めの IT経営銘柄｣に2年連続選定

「JPX日経インデックス400」に継続選定

時価総額は合併時の約7倍まで拡大

TOPIC

TOPIC

TOPIC

2

3

1

0

4,500

4,000

3,000

2,000

1,000

3,500

2,500

1,500

500

20

40

60

80

100

4

2

6

10

8

09/4 10/3 11/3 12/3 13/3 14/3 15/3 16/3

（億円）

4.4
4.8

4.54.24.4
4.1

5.4

6.3

76.876.8
71.0

60.7 61.9 64.3 64.9
68.2 69.3

（兆円） （兆円）

4,452
億円

4,452
億円

640億円640億円

!""#

$"""#

$!""#

%"""#

%!""#

&"""#

&!""#

'"""#

'!""#

%""(
'

%""(
)

%""(
*

%""(
$"

%""(
$%

%"$
"

%

%"$
"

'

%"$
"

)

%"$
"

*

%"$
"

$"

%"$
"

$%

%"$
$

%

%"$
$

'

%"$
$

)

%"$
$

*

%"$
$

$"

%"$
$

$%

%"$
%

%

%"$
%

'

%"$
%

)

%"$
%

*

%"$
%

$"

%"$
%

$%

%"$
&

%

%"$
&

'

%"$
&

)

%"$
&

*

%"$
&

$"

%"$
&

$%

%"$
'

%

%"$
'

'

%"$
'

)

%"$
'

*

%"$
'

$"

%"$
'

$%

%"$
!

%

%"$
!

'

%"$
!

)

%"$
!

*

%"$
!

$"

%"$
!

$%

%"$
)

%

2016トピックス

21東京センチュリーリース株式会社  統合レポート 201620 東京センチュリーリース株式会社  統合レポート 2016



CSIリーシング社の事業戦略と今後の展望特集1

CSIリーシング社の強みと特徴

άϩʔόϧ͔ͭʹࠜͨ͟͠ 
ωοτϫʔΫͱѹతͳӦྗۀ

　CSI社の事業ネットワークは、米国内40拠点お

よび世界30カ国超に広がり、グローバルに商品・

サービスをお客さまに提供しています。CSI社のグ

ローバルな事業ネットワークの真の強みは、世界

各地の地場に根ざした人材により有機的に構成さ

れている点にあります。各地場において積み上げ

 ΔεϐʔσΟʔ͔ͭ͋ੑۃੵ
ࣗ༝のۀࣄ͍ߴల։

　CSI社の一番の強みは、世界最大の経済市場を

持つ米国において、特定の銀行グループやメーカー

グループに属さない独立系（非上場）の最大手リー

ス会社というポジションを活かした、スピーディー

で自由度の高い事業展開にあります。親会社業界

の規制強化への対応や本業への資源集中など、業

界に動きも出てきてくるなか、CSI社は、独立系

リース会社として、お客さまや市場のニーズに応え

ることを第一に、グローバルに積極的な事業を展

開しています。

ɹCSIϦーシϯグ社ʢҎԼ、CSI社 ʣは、 ใ ௨
৴ثػʢҎԼ、ITثػʣをத৺にऔΓѻ͏ถࠃඇ
্ 独 Ϧーε会ܥཱ 社の࠷ େखとして、ถࠃ

を展ۀࣄͰϦーεࠃ͓Αͼੈք30Χڌ40
։しています。まͨ、100%ࢠ会社EPC社なͲを
௨͡て、 ถ9Χॴ、ͦ の ଞ5ΧࠃにてITػ ൢث
ച͓ΑͼϦフΝーϏッシϡۀࣄにྗして͓Γ、

ITثػのσーλফ͓ڈΑͼϦαΠΫルにؔΘる
αーϏεをఏ するなͲ、するੈքڙ ITࢢ
に͓いて、ߋなるඈ༂がظ͞Εています。
ɹ2016、౦ژηϯνϡϦーϦーεは、CSI社を
当社グループのグローόルઓུのىとす
͘、ಉ社ࣜגをՃऔಘし、શࢠ会社としま
しͨ。

໊ࣾ CSI Leasing, Inc.
設ཱ 197810݄23
本ࣾॴࡏ ถࠃɾϛζーリभセントϧΠス
ै業һ※ 894໊
࿈݁純資産※ USD169ඦສ
࿈݁ܦৗརӹ※ USD23ඦສ
※2015年6月期実績

たCSI社ならではの知見やノウハウを発揮するこ

とで、お客さまのビジネスを深堀りし、市場のニー

ズを先取りした新たな提案につなげています。

CSI社では、お客さまがリース取引や資産状況を

グローバルベースで確認できるサポートシステム

「MyCSI」などのWeb管理ツールを提供していま

す。また、営業担当者はお客さま企業の事業戦略

やキャッシュ・フローの状況に合わせたIT機器の

アップグレードや刷新など、常にお客さまのニー

ズを把握し、先を見据えた提案を行っています。

　CSI社のきめ細かな営業展開は、各地場のお客

さまのみならず、金融機関やメーカー、ベンダーな

どからも高い信頼を獲得し、新たなリース案件の

組成につながる連環を生み出しています。

FMVϦʔεʹ͓͚Δಠࣗのϊϋ

　CSI社は、世界最大のIT市場である米国をはじ

め、グローバルに、IT機器を中心としたFMV（Fair 

Market Value）リースを展開しています。

　FMVリースは、リース期間満了後の市場価格や

継続使用価値を独自のノウハウで算定し、物件金

額から残価を差し引いた金額を基礎にリース料を

【欧州】
ӳࠃ
ドΠπ
スϖΠン  

オーストリΞ
ϕϧΪー
ϑϥンス
ΞΠϧϥンド
ΠλリΞ

オϥンμ
ϊϧΣー
スΣーσン
ϙーϥンド
νΣコ
スϩバΩΞ
スΠス

【アジア】
ϚレーシΞ
シンΨϙーϧ
தࠃ
ߓ߳

【北米】
ΞメリΧ
Χφμ

米国内 40カ所の拠点

【中南米】
ϒϥδϧ
コϩンϏΞ
ϖϧー
コスλリΧ
ドϛχΧ
Τϧαϧバドϧ

メΩシコ
グΞςϚϥ
ϗンδϡϥス
χΧϥグΞ
ύφϚ
ϓΤϧトリコ

CSIࣾのWeb管理πーϧ
ʮMyCSIʯ

新たな成長へ
特集

当社グループはۀҎདྷ、ࠃ֎の͓٬͞まのχーζ

ࢢのมԽをଊ͑ͨՃՁの高いɾαーϏ

εを展։し、を͛て͖ましͨ。ۙ は、する

ւ֎ࢢに͓いて、当社グループならͰのڧΈをجに

ऩӹ性の高いۀࣄを展։し、ߋなるをࢦしてい

ます。ಛूͰは、当社グループのઓུのҰつͰ͋

る、グローόルઓུについて͝հします。

CSIリーシングࣾのࣄ業ઓུͱ
のలޙࠓ

特集1

λΠʹ͓͚Δઓུ
 ʕʮχッϙンレンλΧーʯϒϥンドのల։

特集2

TC-Leaseならではの
グローバル成長戦略

CSI社のネットワーク
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　当ࣾグϧーϓͱCSIࣾͱʹੵੑۃの͋Δ自༝の高͍

࢟業ͦののʹର͢ΔऔりΈࣄ業Λల։͍ͯ͠·͕͢ɺࣄ

ʹՃ͑ɺਓࡐʹର͢Δํ͑ߟا業จԽͳͲʹ͓͍ͯ高

͍ੑΛݟΔ͜ͱ͕Ͱ͖· ɻ͢ࠓճのCSIࣾのશࢠձࣾ

Խʹͯ͠ࡍɺถࠃセントϧΠスCSI本ࣾͰɺ৽たͳࣄ業ɺ

৽たͳઓʹର͢ΔظΛଈ࠲ʹද໌͠ɺ当ࣾグϧーϓͱの

シφδーग़ʹ͚ ɺͯਓྲྀަࡐΛ͡Ίɺ༷ ʑͳऔりΈ

͕։࢝͞Ε·͠たɻ

EPCࣾのσーλফڈ用ग़ுスΫϥッϓトϥッΫ

　CSIࣾのࣾһʹɺ20Λ͑ͯಉࣾʹࡏ੶͢Δࣾһ

͕ଟ͍· ɻͦ͢ のଟ͘セントϧΠスग़ͰݩΛѪ͠ɺ

CSIࣾのϏδωスʹތりΛࣾͭ࣋һͰ ɻ͢

　CSIࣾɺ当ࣾறࡏһड͚ೖΕલʹ本จԽɾϏδωスϚ

φーのࣾษڧձΛ։࠵ɺறࡏһ本৯ϥンνσーͰ本

৯Λհ͢ΔͳͲɺ྆ ͍ࣾޓのا業จԽの理ղʹΊɺϏ

δωスの༥߹スϐードΛՃ͍ͤͯ͞· ɻ͢セントϧΠスの

ͱ͍͑ΔΧーσΟφϧスʹରͯ͠ɺCSIࣾһͱறࡏ

һڷѪΛڞ༗͠一ؙʹͳͬͯ Ԡԉͯ͠ ͍· ɻ͢

　CSIࣾͰɺһ͔Βएखࣾһ·Ͱ͕ࠓճのมԽΛઈ

のػձͱଊ͑ɺ当ࣾグϧーϓͱのੵۃతͳࣄ業ల։͚

ɺͯグϩーバϧ֤ڌͰのମ੍ݻΊΛਐΊ͍ͯ· ɻ͢ޙࠓɺ

当ࣾグϧーϓͱCSIࣾの৫͕༗ػతʹ݁び͖ͭɺ͜ Ε·Ͱ

Ҏ্ʹັྗ͋Δ৫ͱͳΔ͜ͱͰɺ当ࣾグϧーϓͳΒͰの

価ʹऔりΜͰ͍͖· ɻ͢

決定するスキームです。リース期間満了後は、お客

さまに公正市場価格（Fair Market Value）で買

い取る、返却または再リースなどのオプションを

選んでいただきます。

　CSI社は、このFMVリース

の分野において、長年の経験

に基づく独自の知見やノウハ

ウを活かしてリース期間中の

物件アップグレード、期間延

長、その他条件変更など、お客さまのニーズに応じ

て最適なソリューションを提供しています。

LCMۀࣄʹ͓͚Δ͍ߴઐੑ

　CSI社は、100％子会社のEPC社などを通じ

て、IT機器のLCM（Life Cycle Management)

事業である「リファービッシュ」「物件再販」「デー

タ消去」などに高い専門性を有し、良質なサービ

スを提供しています。

　 IT機器のLCM事業には、個人情報のデータ消

去などに高い信頼性が求められますが、EPC社

は、お客さまの目前において自社特殊車両による

確実な処理を実行するなど、大手金融機関や多国

籍企業などからも高い信頼を獲得しています。

CSI社は、このEPC社を武器に、北米、中南米、欧

州などのお客さまやITベンダーから信頼を獲得し、

IT機器の購入から設置、メンテナンス、データ消

去・廃棄まで対応できる強みを発揮し、CSI社な

らではのLCM事業を展開しています。

リースຬྃ࣌
Φϓγϣン

Ԇؒظ
ͦのଞ݅มެߋਖ਼ࢢՁ֨でങऔ ݅ฦ٫

σーλফثػ・ڈॲ分

྆ࣾの༥߹ʹΑΓωοτϫʔΫѹతͳن

　世界のIT機器リース市場は、テクノロジーの急速

な進歩、活用範囲の拡大などを受け、今後も持続的

な成長が見込まれていますが、なかでも米国のIT機

器リース市場は約８兆円と圧倒的な規模を誇り、今

後も4.7%程度の成長が予測されています。

　当社グループとCSI社はともにIT機器リースに

おける独自のノウハウを持っています。アジアに強

い当社グループに北米・中南米・欧州に強みを持

つCSI社のネットワークが加わることで、グローバル

ベースで付加価値の高いIT機器リースを展開でき

ることとなります。従来、日系リース会社のネット

ワークが比較的薄いエリアをカバーできるなど、

今後は、グローバル拠点を活かした新たな市場開

拓にも取り組んでいきます。

　　

ITثػϦʔεのߋͳΔਐԽ

　日本のIT機器リース市場においてトップシェアを

誇る当社グループと、米国の同市場において高い

知見とノウハウを有するCSI社は、それぞれの

強みを融合させることにより、新たな商品・サー

ビスの開発に取り組んでいきます。これにより、業

界のグローバルリーダーを目指します。

άϩʔόϧۀࣄのߋͳΔ֦େ

　当社グループは、日系企業の海外進出のサポー

トに加えて、地場優良企業とのアライアンス構築、

グローバル・日系ベンダーとのパートナーシップの

強化により、着実に経験と実績を積み重ね、グロー

バル事業を拡大させてきました。2009年４月か

らの7年間でグローバル事業の中核をなす国際事

業分野の営業資産残高は約4倍にまで拡大してい

ます。

　今後は、CSI社のグローバルかつ地場に根ざし

たネットワークの活用により、シナジーの創出に取

り組みビジネスモデルを更に進化させていきま

す。具体的には、国内外の有力企業に対するサポー

ト体制の大幅な強化を図り、グローバル展開を推

進するお客さまをアシストできる高い専門性と独自

性を持つ金融・サービスに磨きをかけていきます。

TC-LeaseグループとCSIリーシング社のシナジー創出

親和性の高い、TC-LeaseとCSIリーシング社の企業文化

CSIリーシング社の事業戦略と今後の展望特集1

FMVリース満了時のオプション
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タイにおける成長戦略 ʕ「χッϙϯϨϯλΧー」ϒϥϯυの展։特集2

タイにおける 
TC-Leaseグループの歴史
　タイにおける当社グループの歴史は、1993年に設

立された旧（株）第一勧業銀行（現 （株）みずほ銀行）

系列のDKBリーシングタイランドへの出資に始まり、

2008年7月に（株）みずほ銀行から株式を取得するこ

とで当社グループとしての本格的なリース事業がス

タートしています。2009年1月にはタイの有力銀行で

あるTISCO Bank Public Co., Ltd.を中核とする

TISCO Financial Group Pcl.（以下、TISCO社）

と合弁会社TISCO Tokyo Leasing Co., Ltd.（以

下、TTL社）に株主再編し、日系企業を中心に幅広く

設備リースのサービスの提供を開始しました。

　現在では、日系企業だけでなく、現地のタイ企業向

けにも設備リースを提供するほか、更に新しいサービ

スを考案・提供するために、日系企業や多国籍企業、

タイ企業と様々なアライアンスを組む展開を進めてい

ます。

アライアンス戦略により、
現地での高い成長性を実現
　当社グループのアセアン域内など新興国でのグ

ローバル事業展開の特徴は、現地有力企業との合弁

会社による事業経営にあります。具体的には、タイの

TISCO社やフィリピンの同国最古の大手銀行である

Bank of the Philippine Islandsなど、現地におい

て高い信頼性を誇り、幅広いネットワークを保有する

現地有力企業をパートナーとして事業に取り組んで

いることです。これにより、合弁企業は、当社グループ

が有する日系企業への高い知名度と、パートナー企業

による現地での高い信頼性をあわせ持ち、他の日系

リース企業とは異なる存在として強みを発揮するこ

とが可能となります。更に、当社グループが日本国内

で培った知見・ノウハウやビジネスモデル、現地パー

トナー企業の強力な信用分析力、顧客基盤ネットワー

ク・経営資源を掛け合わせた事業展開により、リスク

管理と収益性のバランスを維持しつつ、当社グループ

ならではの新たな分野へのスピーディーな事業展開と

高い成長性を実現しています。

λΠは、ੈ ք経 済がするΞηΞϯҬに͓
いて、ΠϯυωシΞ に نGDP͙࣍  を Γまތ
す。ͦ の ࢢ λΠに ͓ ͚る、当 社グル ープ
のΞϥΠΞϯεઓུについて͝հします。

タイTTL社における
「ニッポンレンタカー」ブランドの展開 

　タイにおけるいくつかの事業のなかでも、近年、

オートリース事業への取り組みを加速させています。

2015年2月には、Mitsui Bussan Automotive 

（Thailand）Co., Ltd.より、リース車両（管理台数：

約500台） およびそのリース債権を譲り受けるなど、

事業基盤を拡大しています。

　更に、TTL社は2016年2月に、当社連結子会社で

あるニッポンレンタカーサービス（株）（以下、NRS

社）と、タイにおいて「ニッポンレンタカー」ブラン

ドを使用し、オートリース事業を展開することに合意

しました。今後、TTL社はタイにおいて「ニッポンレン

タカー」ブランドを掲げ、「NIPPON Rent-A-Car 

Leasing」の呼称でオートリース事業を展開してい

きます。

　日本トップクラスのネームバリューを誇る同ブラン

ドを活用することで、TTL社のオートリース事業に対

する認知度向上を図り、ブランドの持つ安心、信頼、

良質なサービスというイメージを前面にアピールする

とともに、タイでのパートナーとの連携を深めて、一層

の伸長を目指します。

　また、本取り組みをタイ国内のみで終わらせず、

年々増加傾向にあるタイからの訪日旅行客・ビジネス

客によるニッポンレンタカーの利用促進に向け、

NRS社とTTL社は今後様々な協力を進めます。そし

て、タイおよび日本においてシナジーを発揮し、当社

グループの更なる成長を実現していきます。

　TTLࣾɺ߹หا業ͱ͍͏りཱ͔ͪΒ設ཱ当ॳΑりଟ༷ੑΛ༗͍ͯ͠·

͕͢ɺࡏݱɺͦ のଟ༷ੑ͍͕ͯͬʹߋ· ɻ͢ࡏݱのTTLࣾの当ࣾறࡏһ

ࣾΛؚΊ໊ͯ΄ͲͰɺաTISCO͔ࣾΒのग़ࣾһͱݱ࠾用ࣾ

һ͔Βߏ͞Ε͍ͯ· ɻ͢·たɺΞセΞンλΠʹ͓͍ͯঁੑの׆༂ۃࢸ

当વの͜ͱͰ͕͢ɺTTLࣾのࣾһの約60ˋɺ֤ ෦のϚωδϟーの約90ˋ

ঁੑࣾһͰ͋りɺTTLࣾのΛݗҾͯ͠ ͍· ɻ͢

　TTLࣾ͜のଟ༷ੑʹΜͩਓࡐΛのݯઘͱ͠ ɺͯมԽɾ͢Δࢢ

のχーζΛઌऔり͠ɺதظͳ実ݱʹऔりΜͰ͍͖· ɻ͢

多様性が育む高い成長力

出資

出資

ノウハウ・
知見

日系企業への
高い知名度

現地での
高い信頼性

信用分析力・
現地顧客基盤

5*4$0�5PLZP�-FBTJOH
$P��-UE�

スピーディーな
事業展開と成長ݱύートφーا業

東京センチュリーリース

5*4$0�'JOBODJBM�(SPVQ
1DM�

タイにおける成長モデル

TTL社の女性マネージメント
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価値創造
イニシアティブ

Value Value Value 
CreationCreationCreation
Initiatives Initiatives Initiatives 

当社グループは、現ࡏ、「ࠃϦーεۀࣄ」「εϖシϟルςΟۀࣄ」
、にྗして͓Γۀࣄの4「ۀࣄࡍࠃ」「ۀࣄΦーτࠃ」
ͦΕͧΕのۀࣄに͓いてۀքのϦーσΟϯグɾΧϯύχーをࢦし、
当社グループならͰはのՃՁのఏڙにऔΓΜͰいます。

༷ʑͳϓϩμΫπのઐੑΛ

͢ٻΔ͜ͱʹΑりɺリース

ϑΝΠφンスͱ͍ͬた金༥αー

ϏスʹݶΒͳ͍৽たͳྖҬ

のग़ʹऔりΜͰ͓りɺʮધ

ഫʯʮػۭߤʯʮڥɾΤωϧ

Ϊーʯʮෆಈ産ʯの̐ʹྗ

͍ͯ͠·͢ɻ

ɹεϖγϟϧςΟۀࣄ はࡉৄ˞ P32～33 を͝ࢀরͩ͘͞い

ւ֎ݱの本ا業͚のϑΝ

ΠφンスαϙートΛ͡Ίɺݱ

ύートφー金༥ؔػɺメー

ΧーɾσΟーϥーͱのڠ業ʹΑ

りɺ͓ ٬͞·のχーζʹՃ͑ͯɺ

༗のχーζʹԠ͑Δઐݻݱ

తͳαーϏスΛఏ͍ͯ͠ڙ

·͢ɻ

ɹ国ۀࣄࡍ はࡉৄ˞ P36～37 を͝ࢀরͩ͘͞い

業Ͱɺグࣄリースࠃ

ϧーϓの૯߹ྗͱѹతͳސ

ػɺใ௨信͔͠׆൫Λج٬

ݐɺثػの設備ɺҩྍɺث

ͳͲ͋ΒΏΔ設ثػɺ業用ػ
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国内リース市場シェア 民間設備投資額とリース設備投資額の推移
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　会社設立時から展開してきた国内のリース事業は、他

の事業分野を含む当社ビジネスのプラットフォームとなっ

ており、国内の取引社数は約25,000社に上ります。

　主要株主であるみずほグループや伊藤忠商事グループ

の持つネットワークをベースとして拡大してきた国内リー

ス事業分野は、情報通信機器の取扱いにおいて高いシェ

ア、強みを持つほか、工場設備・機械、商業設備、建設

機械、事務用機器などあらゆる物件について、リース・

割賦を中心とした金融サービスを提供することにより、幅

広くお客様のニーズにお応えしています。

　また、富士通（株）、（株）IHIのファイナンス子会社を

当社の傘下に置くほか、多くのメーカー・ディーラーさまと

協業することにより、お客さまの多様なニーズに柔軟に対

応するファイナンスプログラムを組成・提供しています。

2015年度の概況

　国内リースマーケットは、消費税駆込み需要の反動減

が2014年度にて一巡、アベノミクスによる経済政策効果

もあり、業界全体の2015年度のリース取扱高は前期比

4.4%増（リース事業協会集計値）となるなか、当社の国

内リース事業分野は、収益性の向上を目指し、低採算取

引の回避および一層の差別化を推し進めたことにより、契

約高は減少したものの、採算性は着実に向上しています。

　また、経済産業省主導による先端設備の大胆な投資を

後押しする制度「リース手法を活用した先端設備投資等

の投資促進事業」において、制度の目的に従い、グロー

に、採算性を重視した営業戦略による付加価値の高い

営業スタイルの浸透、他の事業分野との連携、更には有力

パートナーとの共同事業の創出などを推進しました。

　有力パートナーとの共同事業に関しては、信販業界大

手の（株）オリエントコーポレーション（以下、オリコ）と

　第三次中期経営計画において、国内リース事業分

野は「リースの概念を超えた新たなビジネス領域への

変革」を目指します。

　引き続き厳しい事業環境が予測されるなか、既存の考

え方やビジネススタイルにとどまっていては、当社グルー

　新経営理念および新経営方針に掲げているとおり、当社グ

ループでは、事業の成長に挑戦するお客さまとともに環境に

配慮した“循環型経済社会”の実現に貢献していきます。

　現在、国内市場におけるPCおよびタブレット端末の年間出

荷台数は2,000万台に上りますが、そのボリュームと比較し

て、リユース・リサイクル割合は相対的に低く、ユーザー・

メーカーの双方において、“循環型経済社会”の実現に向けた

対策が急務となっています。国内リース市場において情報通

①   リース取引の高度化と、顧客基盤を活用したビジネスの拡大を通じて、「サービス」をキーワードとする競争優位な
ビジネスを拡大し、グローバルベースでの顧客ニーズを発掘します。

②   第二次中計に引き続き、有力パートナーとの互いの強みを活かした共同事業の推進と、金融機関をパートナーとし
た新たなビジネスモデルの創出などに取り組んでいきます。

③   循環型経済社会へ向けた取り組みを強化していくため、モノの価値に着目したビジネスへの徹底追求ならびに再資
源化を進めるためのリユース・リサイクル事業を推進していきます。

④   これまで以上に資産効率の向上を意識した、流動化案件の発掘・推進にも注力します。

⑤   環境変化に適応した組織体制の最適化・効率化のため、不断の努力を行っていきます。

バル競争に打ち勝つ企業をサポートするべく営業活動を

積極的に行った結果、リース業界全体で取り組んだ制度

活用による設備投資のうち約50%（当社推計）を当社

グループで取り組むことができました。

第二次中期経営計画のレビュー

　第二次中期経営計画（以下、第二次中計）期間にお

ける国内のリースマーケットは、リース物件の価格低下、

日系企業の海外シフト進行、銀行の低利攻勢など、事業

環境の改善・好転は厳しい情勢の中、国内リース事業分

野は営業資産残高約1兆5,000億円を維持するととも

の折半出資により、2015年4月にベンダーリース専門

会社、（株）オリコビジネスリースを設立。オリコの営業

力と当社グループのリースオペレーション機能を融合さ

せることでシナジーを最大限発揮し、順調なスタートを

切ることができました。

プの持続的成長は為し得ないと考えています。国内リー

ス事業分野は当社独自の強みを最大限に発揮し、新たな

ビジネス領域に挑戦するための重点項目として、以下の

5つの方針を掲げています。

信機器リースの

トップシェアを誇

る当社は、リース満

了物件の取り扱い

のノウハウを活用

し、有力パートナー

とともにセカンダリー・マーケットに着目したビジネスに積極

的に取り組んでいます。

本業を通じた社会貢献

グリーンビジネスの推進

業ࣄリースࠃ
価値創造イニシアティブ

国内リース事業分野  「第三次中期経営計画」のテーマ

リースの概念を超えた新たなビジネス領域への変革

2015年度の概況と第二次中期経営計画のレビュー

新中計「第三次中期経営計画」の取り組み

事業の強み

தݹPCのσーλফ࡞ڈ業෩ܠ
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　スペシャルティ事業分野は、当社グループにおいて最も成長性の高い事業分野であり、グローバル市場を開拓し、新た

な成長機会を取り込んでいます。市場の成長著しい航空機ビジネスや、注目を集める太陽光発電事業などに注力すると

ともに、高度な専門知識を駆使し、船舶、不動産、ストラクチャード・ファイナンス、医療・福祉分野において金融・サー

ビスを提供しています。

船舶

⾣   Βੵધɺ自ಈंધɺコンςφધɺλンΧーߋʹ༸
্෩ྗൃి設備設ஔધɺオϑシϣΞધͳͲΤωϧ
Ϊーؔのଟ༷ͳϓϩμΫπΛల։

⾣   コΞύートφーͱの࿈ܞʹΑΔ৽たͳϏδωスΛग़

航空機

⾣   ৽ػɾதػݹɾΤンδンɾύーπ·Ͱɺػۭߤʹؔ
ΘΔϥΠϑαΠΫϧϚωδメントΛ実͠ݱɺػۭߤ
తʹਪਐۃ業Λੵࣄ

⾣   投資Ոɾ金༥ؔػͱڞಉͰػۭߤリースΞレンδ業
ʹྗ

2015年度の概況

　スペシャルティ事業分野では、成長分野である「船舶」

「航空機」「環境・エネルギー」「不動産」の伸長が第二次

中期経営計画（以下、第二次中計）を強く牽引し、当年度

末の営業資産残高は、前期末比18.0％増加の8,141億

円となりました。その内訳は、船舶・航空機が49.3%、

環境・エネルギーが4.6%、不動産が35.9%となりま

す。特に、成長が期待される船舶・航空機、環境・エネル

ギーは、スペシャルティ事業分野全体の約54%まで拡大

しました。

　第三次中期経営計画（以下、第三次中計）において、ス

ペシャルティ事業分野は「ファイナンス」と「事業」の融

合による新たな価値創造を目指します。

　全体としては、市場の環境変化やリスクを認識し、当

分野のビジネスモデルの更なる進化を図りながら、利

益を重視した取り組みを進めていく方針です。具体的に

は、営業資産残高の拡大とともに信用力・収益力の向上

といった質的向上も目指していきます。また、そのなか

で、ビジネスの現場で価値創造を担う人材の専門化や、

戦略パートナー選別による事業の裾野拡大を図ってい

きます。

　次に、安定した収益基盤の確立を目指し、各ビジネス

分野において新スキームや出口戦略などの創意工夫に

よる採算性向上と、フィービジネス、エクイティ投資に

よるキャピタルゲインなどの非金利収益の創出に取り

組みます。更に、当社が誇るグローバルネットワークを

活用した国内外にこだわらない新たなプロダクトの発

掘やビジネススキームの創造、有望な投資分野の発掘に

よる成長企業への投資などに取り組み、収益源の多様

化を図っていきます。

　これらの取り組みにより、第三次中計期間中のスペ

シャルティ事業分野の営業資産残高1兆円を視野に入

れ、より一層の成長実現を目指していきます。
第二次中期経営計画のレビュー

　スペシャルティ事業分野は、当社グループにおいて最

も高い成長性を誇り、合併以来、当社グループの成長を

力強く牽引しています。そのなかでも特に成長性が高い

航空機分野は、営業資産残高が第二次中計期間に約7倍

にまで積み上がり、収益も飛躍的に拡大しました。また、

環境・エネルギーでも、京セラTCLソーラー合同会社に

よる太陽光発電の契約高が大きく増加し、スペシャル

ティ事業分野の収益力向上に寄与しました。

各分野別の取り組み

船舶：引き続きコアパートナーとのビジネスの創出に
取り組むとともに、新たなパートナーの発掘を通じ、

ポートフォリオとしての船種の多様化を目指していき

ます。

航空機：合弁事業や出資会社との提携を積極的に活用
しつつ、マーケットプレゼンスを確保し、資産積み上げ

に注力、一部ポートフォリオの入替も検討していきま

す。また、航空機の営業力強化としての人材育成・強化を

図っていきます。

環境・エネルギー：京セラTCLソーラー合同会社での太

陽光発電事業に引き続き注力するとともに、更に地熱発

電、洋上風力発電、水素などの中長期的に成長が期待さ

れるエネルギー分野に取り組んでいきます。

不動産：日本土地建物（株）の子会社である日土地アセッ
トマネジメント（株）の発行済株式30%相当を取得し、

アセットマネジメント・ビジネスに参入。市況に左右さ

れない安定収益基盤の構築と収益ソースの多様化を図

ります。

2015年度の概況と第二次中期経営計画のレビュー

新中計「第三次中期経営計画」の取り組み

環境・エネルギー

⾣   ૯額2,000ԯԁنの実ݱՄͳύΠϓϥΠンΛ֬อ

Ͱଟのଠࠃ業Λ͡Ίɺࣄセϥ（株）ͱの߹หژ   ⾣
ཅޫൃిࣄ業Λ実ݱ

 

不動産

⾣   ༏ྑύートφーͱͱʹྑ࣭ͳ資産ΛੵΈ্͛

⾣   Ҋ݅ग़ޱʹ͓͍ͯɺઐࣝɾϊϋの׆用ʹΑ
ΔऩӹのۃେԽΛ実ݱ

スϖシϟϧςΟࣄ業

スペシャルティ事業分野  「第三次中期経営計画」のテーマ

「ファイナンス」と「事業」の融合による新たな価値創造

ບࠪܕϨʔβアΠΣア
　当社は、網膜走査型レーザアイ

ウェアを開発し、ロービジョン※

の方の視覚を支援する機器と

して本格的な市場化を目指す

（株）QDレーザへの投資を通じて

その開発を支援しています。
※  ロービジョン 
矯正視力が0.05以上0.3未満である
（WHOの定義）など、低視力の状態を
表します。

ಈं͍͢ిܕੈ࣍
　当社は、車いすユーザーの

方もそうでない方も乗ってみ

たいと思う「パーソナルモビ

リティ」の生産・販売を行う

WHILL, Inc.への投資を通じ

て、新しい価値とカテゴリー

の創造を支援しています。

本業を通じた社会貢献

価値創造イニシアティブ

事業の強み
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 オートリース レンタカー 所有
（オートローン利用含む）

使用目的 計画的使用・
継続的使用

一時的使用・
短期集中使用

長期に
継続的に使用

賃貸借
契約期間

長期（年単位）
※中途解約は原則不可

短期
（時間・日・週・月）

オートローン契約は長期
※繰り上げ返済可能

ユーザー 特定のお客さま 不特定多数のお客さま 特定（所有者）

ナンバー
プレート 所有車両と区別なし 「わ」または「れ」

ナンバー （通常所有車両）

車種選択 お客さまの
希望車種を調達

レンタカー会社の
保有車両から選択 希望車種を購入

車検・メンテ
ナンス・諸税・
保険手続き 
費用支払い

原則、
リース会社にて対応
契約内容により月額
リース料に含まれる

レンタカー会社にて対応
レンタル料に含まれる

購入者自身で対応
都度費用発生

当社グループのオート事業会社

オ
ー
ト
リ
ー
ス

主に法人向け 日本カーソリューションズ（株）（59.5%）

主に個人向け （株）オリコオートリース（50.0%）

レンタカー ニッポンレンタカーサービス（株）（69.6%）

（ ）内は当社議決権比率（2016年3月末時点）

オートリース・レンタカー・所有の主な違い　日本国内では、自動車の普及・発展が進み、「所有から

使用へ」と社会全体の自動車に対するニーズが変化しつ

つあります。当社グループでは、この時代のニーズに応え

るべく、法人・個人向けオートリースからレンタカー事業

までをバランスよく事業展開しており、業界トップクラ

スの体制を確立しています。現在、グループにおける車両

管理台数は、国内業界トップクラスとなる約57万台※と

なっています。　
※  日本カーソリューションズ（株）（以下、NCS社）、（株）オリコオート 
リース（以下、OAL社）、ニッポンレンタカーサービス（株）（以下、
NRS社）の3社合計

2015年度の概況

　国内オート事業分野における当年度末の営業資産残高

は、前期末比7.8％増加の4,097億円となりました。国内

オートリース市場（車両保有台数）は、直近3年は年3％程

度の成長率で堅調に推移しています。レンタカー市場は、

2012年前後の震災復興需要による急拡大ペースは鈍化

しましたが、直近３年は年7%程度（台数ベース）と順調

に推移しています。

第二次中期経営計画のレビュー

　当社グループは、国内オート事業分野の拡大を図るべく、

第二次中期経営計画期間中の2013年4月にオート事業

推進部を新設し、同年6月にNRS社の連結子会社化、同

年10月にオートリース2社（東京オートリース（株）と旧

　第三次中期経営計画における国内オート事業分野で

は、グループ力を結集し、オート事業における総合No.1

へ挑戦していくことを全体のテーマとして掲げました。

オートリースおよびレンタカー市場それぞれの環境変

化を捉え、グループ各社がそれぞれ成長を図るとともに、

競合企業にも勝ち抜ける当社ならではの強みや新たなス

キームをグループの力を結集し構築していきます。

　まず、グループ各社の成長に向けた取り組みは以下の

とおりです。

日本カーソリューションズ（株）

　より専門性の高い顧客サービスを提供することで新

NCSブランドを確立し、価格競争に左右されないビジネ

スモデルを目指します。具体的には、収益機会の多い優良

案件の獲得、当社と親密な営業チャネルの活用による顧

客開拓と更なる深耕、ノンアセットビジネス・ソリュー

ションビジネスの強化などを推進していきます。

日本カーソリューションズ（株））の合併による新NCS

社の誕生など、オート事業分野の拡大に着実に取り組ん

できました。2015年にはNRS社、NCS社それぞれの本

社を秋葉原に移転し、御徒町にオフィスのあるOAL社と

合わせて、TC-Leaseおよび3社が一層のシナジーを発

揮できる体制を構築しました。

　個社別には、NCS社ではTC-Lease連携による新規先

や重点深耕先の開拓をはじめ、収益基盤を拡充すべく多

様な施策を実施しました。また、NRS社ではTC-Lease

とも連携した法人営業部門の強化やインバウンド需要の

取り込みの積極化、OAL社では大口提携先の深耕、新規

提携先の発掘などを推進しました。それらの結果、各社と

も着実な成長を見せ、グループとしての事業基盤の形成

が進みました。

ニッポンレンタカーサービス（株）

　圧倒的なブランド力の活用による一層の収益拡大を目

指します。具体的には、更なる法人営業の強化や、2020

年の東京オリンピック開催も控え急増しているインバ

ウンド需要の取り込みを推進していきます。

（株）オリコオートリース

　ビジネスモデルの高度化による更なる取り扱いの増

加を目指します。具体的には、現在約700店を有する独

自の代理店組織「コアラクラブ」の更なる強化や大口提

携代理店の一層の深耕に取り組んでいきます。

　更にグループとして、有力パートナーとの提携やM&A

による既存事業の一層の拡大、あるいは自動車先端技術

やデータ活用に絡む新たな事業領域への挑戦を行ってい

きます。体制面では、事業の飛躍的拡大を支えるシステム

および事務基盤の充実・強化を更に図っていきます。

国内オート事業分野  「第三次中期経営計画」のテーマ

グループ力を結集したオート事業総合No.１への挑戦

レンタカー業界初、ニッポンレンタカーが「エコ・ファースト」企業として認定

　NRS社は、環境省へ環境保全に関する取り組

みを約束し、2010年5月、レンタカー業界として

初めて「エコ・ファースト」企業として環境大臣よ

り認定を受けました。必要な時に必要な分だけ利

用できるレンタカーは、その効率性や環境特性か

らもサステナブルな事業であり、今後も更なる取

り組みが注目されています。NRS社は、そのレン

タカー業界における環境保全のトップランナー企

業として、CO2の排出削減につながる環境にやさ

しい運転「エコドライブ」の推進や、ハイブリッド

車をはじめとする有害物質の排出を低減させた車

両の導入を促進するなど、様々な観点から地球環

境改善に向けた取り組みを推進しています。

本業を通じた社会貢献

※  「エコ・ファースト制度」
とは、企業の環境保全に
関する業界のトップ
ランナーとしての取り
組みを促進していくた
め、企業が環境大臣に対
し、地球温暖化対策な
ど、自らの環境保全に関
する取り組みを約束す
る制度です。

国内オート事業分野
価値創造イニシアティブ

2015年度の概況と第二次中期経営計画のレビュー

事業の強み

新中計「第三次中期経営計画」の取り組み
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国際事業分野におけるビジネスモデル

　国際事業分野は、2009年4月の合併時からの7年間で

営業資産残高を約4倍まで積み上げるなど、東アジア・ア

セアンを中心に大きな成果を挙げてきました。2016年2

月には米国の大手独立系リース会社であるCSIリーシン

グ社（以下、CSI社）の連結子会社化を決定し、米国、中南

米、欧州に強いCSI社のプラットフォームを組み入れ、グ

ローバルネットワークを一層強固なものとしました。こ

のグローバルネットワークを活用し、本社および営業拠

点との緊密な連携による様々なニーズにお応えできるビ

ジネスモデルこそが国際事業分野の強みです。更に、当社

グループでは地場優良企業とのアライアンスを構築する

とともに、グローバル・日系ベンダーとのパートナーシッ

プを拡大しており、成長するアジア・米国市場を中心に高

い収益性が望める、現地非日系企業との取引を拡大して

います。

2015年度の概況

　国際事業分野における当年度末の営業資産残高は、前

期末比5.5％増加の2,753億円となりました。東アジア・

アセアンにおいては、大手財閥グループや政府系企業と

の関係強化を推進し、取引額が着実に拡大しました。ま

た、タイにおいては、2015年2月に三井物産オートモー

ティブよりリース車両約500台と人員・代車などのリ

ソースを譲り受けることで、業務体制が大幅に強化さ

れ、本格的にメンテナンスオートリースの展開を開始し

ました。

　米国においてはCSI社を戦略的パートナーと位置づ

け、両社の協業を進化・拡大させ、2016年2月には株式の

追加取得による完全子会社化することを決定しました。

　第三次中期経営計画において国際事業分野は、アライ

アンス戦略の推進による海外ビジネスの拡大を目指し

ます。

　当社グループの目指す「高収益ビジネスモデル」を牽

引すべく、アライアンス戦略を推し進めるとともに、効

率的な資産運営により収益性の高いビジネスにシフト

していきます。

アライアンス戦略

　豊富な顧客ベース、チャネル、インフラを持ち、地場企

業のリスクテイク能力や審査能力、更には資金調達力、

法制度への対応力を有する地場金融機関、優良企業な

どをパートナーとしてビジネスを拡大する戦略です。地

場金融機関、優良企業などは、その国においてビジネ

第二次中期経営計画のレビュー

　中国においては、2013年6月に商業ファクタリング専

業の東瑞盛世利（上海）商業保理有限公司を日系企業の先

陣を切って設立。2014年4月には台湾の統一企業グルー

プとの合弁会社である統一東京が中国の蘇州市に統盛融

資租賃有限公司を設立し、オートリース事業を開始しま

した。更に、2015年2月には中国の実質国有企業が設立

した蘇州高新福瑞融資租賃有限公司を持分法適用関連会

社とするなど、優良企業グループおよび政府系企業との

アライアンスを中心に、事業領域を拡大しました。

　アセアンは、2014年12月に東南アジア最古の銀行で

あるフィリピンの大手銀行Bank of the Philippine 

Islands社のリース事業子会社を持分法適用関連会社と

し、2015年3月には、タイおよびインドネシアにおける

日立建機（株）の現地販売子会社への出資・合弁事業化によ

スを行うためのリソースを備える存在であり、これらの

企業をパートナーとすることで、当社グループのビジネ

ス機会をこれまで以上に拡大していきます。

収益性の向上

　リスク・リターンを十分考慮した非日系企業取引の拡

大に注力するとともに、グローバル・日系ベンダー取引

の更なる拡大に継続的に取り組んでいきます。また、非

金利収入の獲得を目指し、フルメンテオートリースの拡

大とサービス化の展開を図っていきます。

　その一方で、急速に拡大する拠点数や業務範囲に対応

すべくグローバル企業にふさわしいコーポレート・ガバ

ナンス体制の確立に取り組み、リスクマネジメント力を

強化します。

米国における新たなE-Scrap処理施設の建設

　CSI社の子会社で、米国有数のIT機器リファービッシュ専門会

社であるEPC社はミズーリ州ライトシティに新たなE-Scrap

（使用済み電子機器）処理施設を建設しており、2016年8月末ま

でにフル稼働を予定しています。新施設は、次世代E-Scrap処理

施設として、面積が既存施設より50％以上拡張し、E-waste（廃

電気機器や廃電子機器）の全自動破砕・選別システムなど先端設

備も導入する予定で、セントルイス地区における機器検査、デー

タ消去、リサイクリングにおけるオペレーション全般を担います。

　EPC社は環境コンプライアンスに準拠した安心・安全のアセット・リカバリー・ソリューションを提供してきました。

このたびの最先端のE-Scrap処理施設建設により、循環型経済社会の形成および地元雇用創出に更に貢献していきます。

本業を通じた社会貢献

出資

出資

ノウハウ・
知見

日系企業への高い知名度

現地での高い信頼性
信用分析力・
現地顧客基盤

合弁会社

日系企業

非日系企業

東京センチュリーリース

現地パートナー企業

り、両国の建機マーケットに参入。また、タイにおいては

TISCO Financial Group Pcl.との合弁会社であるTisco  

Tokyo Leasing Co., Ltd.において、タイ地場企業向けの設

備リース、オートリースの取引拡大を進めました。

　更に、米国においても米国独立系最大手のリース会社

であるCSI社を持分法適用関連会社とし、米国はもとよ

り中南米・欧州といったグローバルネットワークを拡充

しました。

E-Scrapॲ理ࢪ設の༧ఆਤ

業ࣄࡍࠃ
価値創造イニシアティブ

2015年度の概況と第二次中期経営計画のレビュー

事業の強み 新中計「第三次中期経営計画」の取り組み

国際事業分野  「第三次中期経営計画」のテーマ

アライアンス戦略の推進による海外ビジネスの拡大
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当社グループは、ίーϙϨーτɾΨόナϯεのڧԽにΑる݈શͰಁ໌な
経ӦにΊ、ۀࣄ活ಈを௨ͨ͡社会貢献、環ڥอશ活ಈなͲをਪਐし、
社会໘ɾ 環ڥ໘のόϥϯεがとΕͨCSR経Ӧを実ફする͜とにΑ
Γ、社会͔ら৴པ͞Εるۀاをࢦしています。

役員体制（2016年6月24日現在）

代表取締役会長
୮ ढ़ਓ

代表取締役社長
ઙా ढ़Ұ

औక

常勤監査役（社外監査役）
Ԭా ଠ※2

常勤監査役
 ߁Յ

ࠪ

専務執行役員
ా ༟Ұ
ຊా ݈
 ಞؠ
٢ ࢘߁
தډ ཅҰ

һߦࣥ

取締役（社外取締役）
ਗ਼ਫ ܒయ※1、※3

தଜ ໌༤※1、※3

監査役（社外監査役）
ౡ װ༤※2、※3 

খྛ ݚҰ※2

常務執行役員
ଜদ ࢤ
ଜҪ ݈ೋ
ඌ࡚ ਖ਼ޗ
্ख ོࢤ
ଜ ٢

取締役  執行役員副社長
্ 
தౡ ߂Ұ

取締役  専務執行役員
ઇ ਖ਼ོ

取締役  執行役員
࣏ ۄ
 ໌߂
ਫ Ұ

അ 高Ұ
ࢠਅൕ ݪ

執行役員
Ꮕ ాٶ
ࣲా 
∁ౡ ढ़࢙
দ ೭
খᖒ ल࣏

ଜ ొࢤ
ຊ ୡࢁ

※1 会社法第2条第15号に定める 社外取締役
※2 会社法第2条第16号に定める社外監査役
※3 東京証券取引所が義務づける独立役員に指定

取締役

 ໌߂
取締役

ઇ ਖ਼ོ
取締役

্ 
社外取締役

ਗ਼ਫ ܒయ

代表取締役会長

୮ ढ़ਓ
代表取締役社長

ઙా ढ़一

社外取締役

தଜ ໌༤
取締役

தౡ ߂一
取締役

࣏ ۄ
取締役

ਫ 一価値創造を
支える基盤

役員体制（2016年6月24日現在）

代表取締役会長
୮ ढ़ਓ

代表取締役社長
ઙా ढ़Ұ

औక

常勤監査役（社外監査役）
Ԭా ଠ※2

常勤監査役
 ߁Յ

ࠪ

専務執行役員
ా ༟Ұ
ຊా ݈
 ಞؠ
٢ ࢘߁
தډ ཅҰ

һߦࣥ

取締役（社外取締役）
ਗ਼ਫ ܒయ※1、※3

தଜ ໌༤※1、※3

監査役（社外監査役）
ౡ װ༤※2、※3 

খྛ ݚҰ※2

常務執行役員
ଜদ ࢤ
ଜҪ ݈ೋ
ඌ࡚ ਖ਼ޗ
্ख ོࢤ
ଜ ٢

取締役  執行役員副社長
্ 
தౡ ߂Ұ

取締役  専務執行役員
ઇ ਖ਼ོ

取締役  執行役員
࣏ ۄ
 ໌߂
ਫ Ұ

അ 高Ұ
ࢠਅൕ ݪ

執行役員
Ꮕ ాٶ
ࣲా 
∁ౡ ढ़࢙
দ ೭
খᖒ ल࣏

ଜ ొࢤ
ຊ ୡࢁ

※1 会社法第2条第15号に定める 社外取締役
※2 会社法第2条第16号に定める社外監査役
※3 東京証券取引所が義務づける独立役員に指定
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બɾղ બɾղ બɾղ

ਃ

બఆɾղ৬ɾಜ

બɾղɾಜ

໋

ใࠂ

ࠪ

ࠪ

෦ࠪ
෦౷੍ධ価

ࠪ

ࠪ

࿈ܞ

࿈ܞ

࿈ܞ

ใࠂ

ɾमشࢦ

औకձ

࢜ޢหސ

営業ϥΠンɾ業ϥΠン

グϧーϓձࣾ

࿈ܞ

ࠪ
ࠪ（ࠪձ）

ࣥ行һ

営ձٞܦ

Ҋ݅৹ࠪձٞ

株ओ૯ձ

දऔకࠪ෦

ɾ෦౷੍ҕһձ
ɾ૯߹リスΫ管理ҕһձ
ɾALMҕһձ
                                     ͳͲ

֤छҕһձ

૯߹リスΫ管理෦

νーϑɾコンϓϥΠΞンスɾオϑΟαー

ɾใुҕһձ໊ࢦ

౦ژηϯνϡϦーϦーεは、ۀاՁの࠷େԽにはίーϙϨーτɾΨόナϯεを༗効にػ能する͜とがॏཁな経Ӧ՝Ͱ͋

るとೝࣝし、ۀا経Ӧの݈શ性ɾಁ ໌性の্をਤͬています。

営ମ੍ܦ
　当社の経営体制は、株主総会で選任される取締役および監査役

による取締役会、監査役会を中心に構成されており、株主の意向

が十分に反映される体制となっています。また、経営戦略決定の

迅速化と監督体制・業務執行体制の更なる強化を目的として執

行役員制度を導入しています。なお、執行役員25名のうち、女性

1名を登用しています。

取締役会
　取締役会は取締役10名で構成され、2名が会社法第2条第15号

に定める社外取締役です。取締役会は当社および当社グループの

経営に関する重要事項および法令・定款・取締役会規則で定めら

れた事項につき審議、意思決定を行います。また、取締役および

執行役員の職務の執行を監督しています。

　なお、当社定款の定めにより、取締役の員数は18名以内となっ

ています。

監査役会
　当社は、監査役会設置会社です。監査役会は4名（内、常勤監査

役2名）で構成され、3名が会社法第2条第16号に定める社外監査

役です。監査役会は定期的に開催され監査の独立性を確保のう

え、取締役および執行役員の職務執行をはじめ企業活動の適法・

妥当性について公正な監督機能の徹底に努めています。

指名・報酬委員会
　当社は、取締役会の諮問機関として、独立取締役を主要な構成

員とする指名・報酬委員会を設置しています。当委員会は、取締

役候補・監査役候補・執行役員の指名・選任、役員報酬の制度・方

針の決定などに関する事項について協議を行い、取締役会に答申

しています。

経営監視体制の独立性について
　当社は、社外取締役および社外監査役の選任にあたり、東京証

券取引所が定める「独立役員」の独立性基準（東証「上場管理等

に関するガイドライン」）に準拠し、専門知識や幅広い見識およ

び企業経営に携わった豊富な経験などに基づき客観的に当社の経

営監視を担える方を選任することを基本的な考え方としています。

　社外取締役および社外監査役と当社の間には、特別な利害関係

はありません。なお、社外取締役2名および社外監査役3名は、次

ページのとおり他の役職を兼任しています。

経営会議
　当社は、社長および社長の指名する役員を構成員とする経営会

議を設置しています。本会議は、社長を議長とし、業務執行に関

する特に重要な事項を審議し、当社グループ全体の意思決定を

行っています。

案件審査会議
　当社は、社長および社長の指名する役員を構成員とする案件審

査会議を設置しています。本会議は、審査部担当の役員を議長と

し、当社および当社グループ会社における大口の営業取引および

複雑なリスク判断が要求される営業取引について審議を行い、当

該取引に対する当社の意思決定を行っています。

内෦౷੍γεςϜΛؚΉίʔϙϨʔτɾΨόφϯεମ੍ （2016年6月24日現在）

コーポレート・ガバナンス

社֎औక

બཧ༝ ॴ༗ࣜגʢઍגʣ

ਗ਼ਫ ܒయ
ɾ一ڮେֶ໊༪ڭत
ɾਗ਼ϗーϧσΟングス（株）　
　ࣾ ֎औక

金融経済の研究者として高度な専門知識を有しており、
その知見をマクロ的な見地から当社の経営に活かすとと
もに、独立的な視点で経営監視を実施していただくため。

2

தଜ ໌༤
ɾాล૯߹๏ࣄॴ　ಛ別ύートφー 
ɾ（株）ΤψɾςΟɾςΟɾσーλ　ࣾ֎ࠪ 

財政・税務分野などにおける豊富な経験と幅広い見識を
活かし、客観的な視点から当社の経営全般に的確な助
言をいただくとともに、独立的な視点で経営監視を実施
していただくため。

0

社֎ࠪ

બཧ༝ ॴ༗ࣜגʢઍגʣ

Ԭా ଠ
ɾ本Χーιリϡーシϣンζ（株）　ࠪ
ɾχッϙンレンλΧーαーϏス（株）　ࠪ
ɾ（株）IHIϑΝΠφンスαϙート　ࠪ
ɾTCϓϩύςΟーιリϡーシϣンζ（株）　ࠪ
ɾ（株）TRY　ࠪ
ɾTCϏδωスɾΤΩスύーπ（株）　ࠪ
ɾ౦ਸ਼ੈར༥資ે༗ࣄ　 ࢘ެݶ
ɾ౦ਸ਼ੈར（্ւ）業อ理༗ࣄ　࢘ެݶ

金融機関における企業経営と営業、海外などの業務執
行に携わった豊富な経験と幅広い知識を活かし、当社
の企業活動の適正・妥当性について適切な経営監視機
能を担っていただくため。

0

ౡ װ༤
ɾJFEࣄ（株）　ސ

経営者としての豊富な経験と幅広い知識を活かし、当社
の企業活動の適正・妥当性について適切な経営監視機
能を担っていただくため。

0

খྛ ݚҰ
ɾχッセΠใςΫϊϩδー（株）　දऔకࣾ
ɾே์ૹ（株）　ࣾ֎औక

金融機関における企業経営と営業、コンプライアンスな
どの業務執行に携わった豊富な経験と幅広い知識を活か
し、当社の企業活動の適正・妥当性について適切な経営監
視機能を担っていただくため。

�

ࣾ֎औకɾࣾ֎ࠪのಠཱੑ͓Αͼબཧ༝ （2016年6月24日現在）

各種委員会

෦౷੍ҕһձ
　当社は、内部統制を有効に機能させるため、内部統制委員会を

設置し、財務報告内部統制の有効性評価や評価範囲など内部統制

全般について審議を行い、経営会議に答申しています。

૯߹リスΫ管理ҕһձ
　当社は、当社の直面するあらゆるリスクに対処するため、総合

リスク管理委員会を設置し、リスク管理体制の構築から各種リス

クの計量手法などについて審議を行うとともに、当社のリスク状

況について定期的に計測し、経営会議に答申しています。

信用リスΫ管理ҕһձ
　当社は、適切な与信リスクの管理のため、信用リスク管理委員

会を設置し、当社グループ全体のクレジットポートフォリオや信

用リスクの管理に関する事項について審議を行い、経営会議に答

申しています。

ALMҕһձ
　当社は、当社の資産・負債が金利や為替などの変動により被る

リスクを把握し、極小化するため、ALM委員会を設置し、市場リ

スク、流動性リスクなどの管理に関する事項について審議を行

い、経営会議に答申しています。

ITɾࣄઓུҕһձ
　当社は、システムリスクおよび事務リスクなどに対処する

ため、IT・事務戦略委員会を設置し、当社および当社グループの

IT戦略、IT投資計画、事務体制の企画などに関する事項につい

て審議を行い、経営会議に答申しています。
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ࣾ֎औక͔Βのメッセーδ

コーポレート・ガバナンスの原点は、
グループの役職員それぞれの心に宿る意志と希望にある

自社の強みと状況を認識し、
適切なリスクバランスを見極めることこそが
コーポレート・ガバナンス

ίʔϙϨʔτɾΨόφϯεのඪ४Խʹҙຯͳ͘ɺ
ࣾάϧʔϓの࠷దղΛ͢ٻΔ

　私は、施行されたコーポレートガバナンス・コードの内容

は社会的公器としての企業が、当然、順守すべきものだと

考えています。コーポレート・ガバナンスの要諦は、形式化

や標準化にはなく、その運用に実効性があるかどうかにあ

り、各企業はそれぞれが取り巻く環境を認識したうえで自

社のコーポレート・ガバナンスにおける最適解を追求し、企

Ͳ͜Λ͢ࢦの͔ɺڞ௨のํੑΛڞ༗͢Δ

　コーポレート・ガバナンスの原点は、取締役から社員ま

で、それぞれが創出すべき価値を認識・共有し、組織とし

て一体化するところにあると考えています。明確なトッ

プダウンによる意志伝達と各社員からも活発な意見が表

明されることが重要であり、これらを統合することでコー

ポレート・ガバナンスが機能し、価値創造に結びついてい

くものと考えます。この視点から、社外取締役として当社

業価値向上につなげていくことを目指すべきです。そして、

株主をはじめとしたステークホルダーもそれを望んでいま

す。この観点から当社の取締役会を見ると、取締役それぞ

れが現在の当社グループが対面する市場環境を認識し、当

社グループ全体が目指すべき方向性について、自由に発言

し、議論を進めていく仕組みと組織風土が出来上がってい

ると感じています。その取締役会の議論の中で、私が社外

取締役の役割として重視している点は、コンプライアンス

チェック機能はもとより、実践的な意見表明によって、当社

グループの様々な成長戦略と発現可能性あるリスクを明ら

かにしていくことにあります。社外の独立した立場から、当

社グループの強みとリスクを客観的に認識することで、コー

ポレート・ガバナンスおよび持続的成長に向けた最適解を

追求しています。

ϦεΫͱਖ਼͖͘͠߹͏͜ͱͰɺదͳརӹΛ֫ಘ͢Δ

　私は、企業がどこまでリスクを許容できるのかを見極め

ることこそが本来のコーポレート・ガバナンスの機能である

と考えています。現在、当社グループは高収益ビジネスモデ

ルへの変革を推進しており、いかにリスクと向き合い、それ

らをビジネスチャンスに変えていくかが更なる成長に向け

ての大きな課題となっています。強みと弱み（リスク）は表

裏一体であり、財務諸表などの数値として単純に示される

だけでなく、人材や設備、そして当社ならではの知見・ノウハ

ウやネットワークなど、ヒト・モノ・カネが有機的に結びつい

て構成されています。それゆえに、役職員一人ひとりが日々

の業務において高い専門性を発揮し、リスクと正しく向き

合い、適切な利益を獲得していくことが一層の成長に向け

て重要になっていきます。今後も、社外取締役として、コー

ポレート・ガバナンスの機能向上から、当社グループの持続

的成長に貢献していきます。

グループのコーポレート・ガバナンス活動を評価すると、

その要である取締役会は、機会やリスクに対して率直な

意見交換がなされており、ステークホルダーに対して責

任ある経営判断が実行されています。また、金融経済の

研究者出身の社外取締役として社内向けに年数回講演を

実施し、出席役員から新規ビジネスについての活発な質

問や意見を受け取るなど、価値創造の現場からも当社の

コーポレート・ガバナンス経営に対する手応えを感じてい

ます。更に、当社の責任として社会的役割に相応しい事

業であるよう、自らの経験と知見を持って共通の方向性を

共有しベクトルを合わせる手伝いをしていきたいと考え

ています。

άϩʔόϧۀاͱͯ͠ߴɺ ͍ઐࣝΛͭ࣋ɺ
৽࣌のۚ༥αʔϏεۀاͱͯ͠ɺ
͍͔ʹՁΛ͢Δ͔

　当社グループは合併以来、順調に成長を続け、過去最

高益を連続更新するなど価値創造に向けた取り組みを

追求してきました。2016年度は第三次中期経営計画が

開始する転換点でもあり、当社グループには、高度な専門

知識と圧倒的なスピード感を持って事業を進め、企業価

値を向上させることが求められます。

　更にグローバル企業としては拡大したグローバルネッ

トワークの活用を目指したガバナンスの構築、当社が培っ

てきた専門金融のノウハウを駆使することで、新たな事業

領域の開拓なども期待しています。今後も社員一人一人が

生き生きと業務を遂行できる企業風土を継続し、夢を共

有しつつ、いかに価値創造をしていくべきか。社外取締役

としての役割を踏まえて、実際の取り組みに貢献していき

たいと考えています。

ίーϙϨーτɾΨόナϯεに͓いて࠷ॏཁなは、自社のڧΈͰ͋るجۀࣄ൫ਓࡐ、ͦ して、༷ ʑな
ݟとϊϋをแׅ的にೝࣝし、ͦ ΕらのڧΈとऔる͖ϦεΫのόϥϯεをۃݟΊる͜とに͋Γま
す。現ࡏの当社のίーϙϨーτɾΨόナϯεは、༗ػ的な自社のڧΈをਖ਼し͘ೝࣝし、దなϦεΫೝࣝ
にͮجいͨऔΓΈが実͞ߦΕていると͑ߟています。

社֎औకのࢹ͔ら౦ژηϯνϡϦーϦーεの現ࡏのίーϙϨーτɾΨόナϯε活ಈをݟると、੍ 
ΈのॱकはとΑΓ、当社のۀࣄ展։ಉ༷に自༝ᮣୡなؾ෩にຬͪて͓Γ、ίーϙϨーτɾΨόナϯ
εのਅの的Ͱ͋るۀاՁ、ͦ してͦのઌに͋る社会Ձに͚て、ましいঢ়گが੍とし
て、ۀا෩としてʑの活ಈにදΕています。

社外取締役　தଜ ໌༤社外取締役　ਗ਼ਫ ܒయ
৬ɹྺ

1989年  4月 一橋大学商学部 教授

2000年  4月 一橋大学大学院商学研究科 教授

2003年  4月 一橋大学 副学長

2004年  5月 日本金融学会 会長

2004年  9月 The Mont Pelerin Society 副会長

2010年  7月 当社 顧問

2011年  4月 一橋大学 名誉教授（現任）

2011年  6月 当社 社外取締役（現任）

2012年  6月 日清紡ホールディングス（株） 社外取締役（現任）

৬ɹྺ

1978年  4月 大蔵省（現 財務省）入省 
2005年  7月 国税庁 福岡国税局長
2006年  7月 財務省 理財局審議官
2007年  7月 同省 理財局次長
2009年  7月 国税庁 大阪国税局長
2010年  7月 財務省 理財局長
2011年10月 （株）損保ジャパン総合研究所

（現 損保ジャパン日本興亜総合研究所（株））
理事長

2013年  3月 田辺総合法律事務所 特別パートナー （現任）
2015年  6月 当社 社外取締役 （現任）
2016年  6月 （株）エヌ・ティ・ティ・データ社外監査役（現任）

コーϙレートɾΨバφンス
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ࠂύϑΥーϚンスใڥ
　当社グループは、環境負荷低減のために「環境基本方針」に基づき、ISO14001に準じた環境マネジメントシステムを導入しています。

年間のCO2排出量も算出して継続的に管理し、環境経営の実践とともに持続可能な発展を目指しています。

（下記の数値は当社グループの環境マネジメントシステムにおいて管理している数値です。）

෦౷੍
内部統制システムに関する基本的な考え方
　当社グループは、すべての役職員が職務を執行するにあたって

の基本方針として、経営理念を定めています。

　当社は、経営理念の下、適正な業務執行のための体制を整備し、

コンϓϥΠΞンス
　当社は、企業が存立を継続するためにはコンプライアンスの徹

底が必要不可欠であるとの認識の下、すべての役職員が公正で高

い倫理観に基づいて行動し、広く社会から信頼される経営体制の

確立に努めています。

　チーフ・コンプライアンス・オフィサーを中心に、「コンプラ

イアンス・プログラム」に従ったコンプライアンスの推進、教

育・研修を実施し、コンプライアンスマインドの向上に努めて

います。

　一方で、コンプライアンスに関する相談や不正行為などの通報

のために、社外の法律事務所を含めた複数の窓口を設置し、通報

者の保護を徹底した内部通報制度を運用しています。

コンプライアンス教育
　当社グループでは、コンプライアンスマインドの徹底を図るた

め、新入社員から新任管理職までを対象とした階層別研修、全役

職員を対象としたeラーニングによる研修、コンプライアンス情

リスΫ管理
　当社は、様々な損失の危険に対して、危険の大小や発生可能性

に応じ、事前に適切な対応策を準備するなどにより、損失の危

険を最小限にすべく組織的な対応を以下のとおり行っています。

信用リスΫ
　信用リスクについては信用リスク管理委員会を設置し、同委員

会規程に基づき、基本方針を定め、信用リスクの計量、管理を行っ

ています。また、大口案件や、新種スキーム案件などの複雑な判

断を要する案件については、案件審査会議を設置し、同会議規程

に基づき審査・決裁しています。

リスΫɾྲྀಈੑリスΫࢢ
　金利変動などの市場リスクおよび資金調達に係る流動性リス

クについては、ALM委員会を設置し、同委員会規程に基づき、資

金の運用と調達の総合的な管理を実施しています。

運用していくことが重要な経営の責務であると認識し、内部統制

システムを構築しています。今後とも内外環境の変化に応じ、こ

れを整備していきます。

報を教材としたコンプライアンス・オフィサーによる部店内研

修などを通じ、計画的かつ継続的にコンプライアンス教育を行っ

ています。

ใセΩϡリςΟリスΫ
　情報セキュリティリスクについては、情

報セキュリティ基本方針、個人情報取扱規

程、ISO27001などに基づき管理を行って

います。

シスςϜリスΫɾࣄリスΫ
　システムリスク、事務リスクについては、IT・事務戦略委員会を

設置し、同委員会規程に基づき、当社のIT戦略、IT投資、事務体制

などを審議しています。

オϖレーシϣφϧリスΫશ般
　オペレーショナルリスク全般については、総合リスク管理部が

リスクの抽出・計量化、対応策の見直しなどを行うとともに、総

合リスク管理委員会において、同委員会規程に基づき、当社に係

わるリスクの全般的なコントロールや、リスク管理に関する体

制、方針および施策などを総合的に検討しています。また、大規

模災害をはじめとした危機事由が発生した場合も、同委員会にお

いて直ちに対応する体制としています。

環境のために／社会とともに

当社グループは、環ڥのऔΓΈがॏཁな社会的のҰつͰ͋るとೝࣝし、ۀࣄ活ಈの͋らΏるに͓いて環

͓、อશにऔΓΜͰいます。まͨڥ ٬͞ま、גओɾ資Ոのօ͞ま、Ҭ社会、ै һなͲ༷ʑなεςーΫϗルμーとのௐۀ

をਤΓ、๛͔な社会の実現に貢献します。

環ڥ的 ߲ʢ୯Ґʣ
2014 2015

ݮ૿
2016

実 実 ඪ

　ݮ用ྔのؾి
電気使用量（kWh） 1,976,525 1,870,991 –5.3％ 2,000,000

CO2排出量（t-CO2） 1,087 1,029 –58 1,158

※ݮ用ྔのࢴ OA用紙使用量（枚） 15,670,500 15,517,125 –1.0％ 17,700,000

೩費の্

消費量（L）
112,138

（うちレンタカー
21,945）

106,777
（うちレンタカー

24,477）
–5,361 110,000

燃費（km/L） 13.5 13.5 ̶ 13.5

CO2排出量（t-CO2） 258 247 –11 256

グリーンϏδωスの
ਪਐ

リユースアイテム数（個） ̶ ̶ ̶ 100,000

リサイクル搬入量（ｔ） ̶ ̶ ̶ 200

産業ഇغのݮ

産業廃棄物量（t） 264 248 –16

有価物化重量（t） 190 151 –39

有価物化比率（%） 41.8 37.8 –4.0

中古PCの年間販売台数（台） 250,016 233,162 –16,854

※購入枚数をA4用紙に換算（換算倍率：A3は 2倍、B5は 0.75倍、B4は 1.5倍にて算出）。

環ڥ的 ߲ʢ୯Ґʣ தظඪ
ʢ20193݄ʣ ظඪ

ݮ用ྔのؾి
電気使用量（kWh） 2,000,000 2030年度において、本社床面積当たりの

電力消費量を基準年度
（2009年度）対比20％の削減※年間CO2排出量（t-CO2） 1,158

※ 当社は公益社団法人リース事業協会のリース業界における低炭素社会実行計画に参加しており、長期目標はその計画に準拠して設定しています。

（2015年4月1日～2016年3月31日）ࠂύϑΥʔϚϯεใڥ

ίϯϓϥΠアϯεݚम  2015࣮ࢪ内༰

中ظのऔΓΈ

タイTTL社では、社外研修として魚や貝、猿なども生息する
マングローブの生態系維持と環境におけるその重要性に関する
講義を受けた後、参加者全員でマングローブを植林しました。

मͰϚϯάϩʔϒΛ২ྛݚ֎ࣾ

「環境活動」「環境教育」「地域貢献」など幅広く環境活動を行っ
ていることが評価され、当社は平成27年度千代田区温暖化配
慮行動計画書制度にて「優秀賞」を受賞しました。

อશのऔΓΈ͕ධՁ͞Εઍా۠ΑΓʮ༏लʯΛडڥ

ରऀ ςーϚ 実ظ࣌ࢪ

৽ೖࣾһ
（֊別ݚम）

・ コンプライアンスの基本
・ 法律や社内ルールに対する心構え
・ 情報セキュリティルール・対策　など

2015年4月

શ৬һ
（̴ ϥーχング）

・ インサイダー取引規制
・ ソーシャルメディアへの投稿
・ パワハラ度自己診断/セクハラ　など

2015年6月

৽管理৬
（֊別ݚम）

・ 管理職におけるコンプライアンス
   マネジメント
・ コンプライアンスとリスク管理　など

2015年7月

શ৬һ
（̴ ϥーχング）

・ マイナンバー制度
・ TC-Leaseグループの相談・通報制度　など 2016年2月

コンϓϥΠΞンスɾ
オϑΟαー
（ใൃ信）

・ コンプライアンス違反による倒産企業
・ 不正のメカニズム
・ 外国公務員贈賄防止指針　など

年6回 
部店内研修を 
任意に実施
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μΠバーシςΟのऔりΈ
　ダイバーシティの取り組みの一環として、当社は2016年3月

に「女性の活躍推進に向けた行動計画」を策定しました。当社の

現状課題を認識し、2020年3月31日までの定量的目標として以

下の項目を掲げています。

உੑैۀһのҭۀٳࣇऔಘਪ
　育児休業の取得し易い職場環境づくりを目指し、育児休業を

取得した男性とその上司を社内報などで随時紹介しています。

ϥϯνίϛϡχςΟの։࠵
　ワーキングマザー同士の

交流を深めるため、定期的に

「ランチコミュニティ」を開催

しています。

株ओɾ投資Ոのօ͞·ͱのର

ࣾ֎͔Βのධ価

ࣾձݙߩ

　育児休業中は、共働きの配偶者に家
事と育児を頼っていた自身を見つめ直
すことができました。子どもの成長を
近くで体験できたことは、私にとって
貴重な財産になりました。

ʮஉੑैۀһʹΑΔҭۀٳࣇऔಘʯ
2008年入社 ృ本 ࢙ޛ

Πϯυωγアʹ͓͚Δۚ༥Ϧςϥγʔߨ͚ͨʹ্शձ

　インドネシアは、国家として成長する金融経済市場を見据えた金

融・リテラシーの向上を推進しています。当社のインドネシア現地法

人は「ファイナンス会社の業務商品」をテーマに同国の大学や高校に

おいて毎年講習会を開催しています。

米国ηϯτϧΠεʹ͓͍ͯຊจԽΛղઆ

　米国セントルイスのCSIリーシング社では、同社社員（写真右）が

講師となり、名門ワシントン大学において、日本文化、金融・リース

の仕組みを紹介するほか、ビジネス環境における日米相違点など

も解説。その2週間後、ワシントン大学の一行20名が当社に来社

するなど、セントルイス市の地域社会への貢献となる取り組みを

双方向で実施しています。

ಈ׆ݙߩओ༏੍Λ௨ͨࣾ͡ձג

　当社では、介助犬※の育成に協力するため、毎年株主優待（当社オ

リジナルQUOカード）総額の5％相当額を社会福祉法人日本介助犬

協会へ寄付しています。
※  介助犬とは、手や足に障がいのある方の手助けをするために特別な訓練を積んだ犬で、
日常生活における動作の補助をします。

ϚωδメントシスςϜISO14001のೝূऔಘڥ
　当社は、以下の範囲において環境マネジメントシステムの国際規格であるISO14001の認証を取得しています。

【認証範囲】

東京センチュリーリース（株）（対象事業所：本社、御徒町、秋葉原UDX、東京テクノセンター）、
（株）TRY、TCエージェンシー（株）
また、連結子会社である以下の2社については、それぞれ個別に認証を取得しています。
日本カーソリューションズ（株）、富士通リース（株）

ܭձڥ
　当社は、環境保全のためのコストが事業活動に与える影響を正しく把握し、より効果的・効率的な環境経営に役立てるべく、

環境会計を作成しています。（下記の数値は当社単体における数値です。）

ྨ औ༰ 環ڥอશίετ
ʢඦສԁʣ

環ڥอશ効Ռ
ʢؒCO2ഉग़ྔݮʣ

ʢt-CO2ʣ

業ΤリΞコストࣄ（1） 626 84

コストࢭެ
লΤωϧΪーコスト

営業車のエコカーヘの入れ替え 6 2

システムの統廃合、基盤更改 620 82

（2）্ ɾԼྲྀコスト 廃棄物の処理 10 ̶

（3）管理׆ಈコスト

ISO14001認証の維持・管理

5 ̶事務局の運営

CSR報告書の作成 

ܭ߹ （̒1）+（2）+（3）̓ 641 84

（2015年4月1日～2016年3月31日） ܭձڥ

　当社は、株主・投資家の皆さまをはじめ

とするステークホルダーに対し、適時適切

で公平な情報公開を行い、企業活動の透

明性を確保する体制を整備しています。ま

た、当社グループの強みや中期経営計画な

どの経営戦略について理解を深めていた

だくため、機関投資家やアナリスト向けに

決算説明会や個別ミーティングを行うと

ともに、個人投資家の皆さま向けには会社

説明会などを開催しています。

　当社は、世界の代表的な社会的責任投資（SRI）指標の一つである

「FTSE4Goodインデックス」の対象銘柄に選定されています。本

インデックスには、環境持続性、人権、良好なサプライチェーン労働

基準、贈収賄防止などの分野において国際基準に達した企業が選定

されており、SRIファンドなどが投資対象を選択する際の判断材料

として重視されています。

個人投資家向け会社説明会の様子

2015のओͳઆ໌ձ։࣮࠵

2015  5݄ 20153݄ࢉܾ ظઆ໌ձ

201511݄  20163݄ظ ୈ2࢛ظ 
આ໌ձࢉܾ 

201512݄ ݸਓ投資Ո͚ձࣾઆ໌ձ※

※  東京・名古屋・福岡の3カ所で開催し、各回合計で約830名
が参加

定量的目標

　ᶃ ৽ଔ࠾用ʹΊΔঁੑ比率Λ30ˋҎ্ͱ͢Δ
　ᶄ 管理৬ʹΊΔঁੑ比率Λ10ˋҎ্ͱ͢Δ
　ᶅ உੑのҭٳࣇ業औಘ率Λ100ˋͱ͢Δ
　ᶆ ༗ٳڅՋऔಘ率Λ70ˋҎ্ͱ͢Δ

ʹのたΊʹ／ࣾձͱͱڥ
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（単位：百万円）

2012/03 2013/03 2014/03 2015/03 2016/03
経Ӧ
 売上高 716,342 691,128 828,558 882,976 940,460
  賃貸事業 603,767 584,636 707,483 758,749 808,458
  割賦事業 88,955 81,898 86,768 81,841 81,481
  ファイナンス事業 14,030 16,934 19,938 22,921 29,266
  その他の事業 9,588 7,658 14,368 19,464 21,254
 売上原価 643,684 620,245 731,229 759,298 803,645
  賃貸事業 538,691 525,372 628,745 656,537 698,358
  割賦事業 84,156 77,265 81,773 76,513 75,806
  ファイナンス事業 1,148 1,705 1,046 1,704 1,262
  その他の事業 8,129 6,036 10,481 14,111 14,880
  資金原価 11,558 9,864 9,183 10,431 13,336
 売上総利益 72,657 70,882 97,329 123,678 136,815
  売上収益（資金原価控除前売上総利益） 84,215 80,747 106,513 134,109 150,152
 販売費及び一般管理費 30,780 28,909 45,912 65,235 70,910
  人件費・物件費 30,767 29,838 45,986 66,299 69,693
  貸倒費用 12 △ 929 △ 73 △ 1,064 1,217
 営業利益 41,877 41,973 51,416 58,443 65,904

 経ৗརӹ 46,252 46,292 55,167 60,668 68,008
 特別損益 △ 2,170 △103 △ 96 △ 960 450

 会社גओにؼଐする当ظ७རӹ 26,194 28,934 33,050 34,132 40,033
ঢ়ଶࡒ
 総資産 2,260,389 2,465,817 2,884,773 3,151,871 3,317,862

 Ӧۀ資࢈ 2,094,402 2,231,363 2,597,476 2,865,593 2,991,141
  賃貸事業 1,375,761 1,473,866 1,783,880 1,914,950 2,026,907
  割賦事業 187,986 201,559 213,719 239,390 214,441
  ファイナンス事業 530,655 555,938 593,105 699,232 724,350
  その他の事業 ̶ － 6,770 12,019 25,442
 有利子負債 1,783,173 1,939,219 2,211,673 2,419,856 2,551,491
 純資産 201,272 233,668 285,484 336,537 374,872
Ωϟッシϡɾフロー
 営業活動によるキャッシュ・フロー △ 26,425 △ 89,711 △ 28,314 △ 171,023 ˚ 136,618
 投資活動によるキャッシュ・フロー △ 515 △ 5,592 9,994 △ 18,682 ˚ 3,072
 財務活動によるキャッシュ・フロー 38,289 135,868 54,486 156,885 155,770
 現金及び現金同等物の期末残高 44,530 83,122 115,841 71,864 91,762

（単位：円）

ඪࢦ当ͨΓג1
 当期純利益 245.82 272.32 311.64 322.84 379.34
 純資産 1,796.62 2,092.46 2,386.02 2,776.37 3,033.61
 配当金 44.00 48.00 52.00 65.00 80.00
ओな経Ӧࢦඪ （単位：%）

 自ݾ資ຊ当ظ७རӹ率ʢROEʣ※3 14.5 14.0 13.9 12.5 13.1
 ૯資࢈経ৗརӹ率ʢROAʣ※4 2.1 2.0 2.1 2.0 2.1
 自ݾ資ຊൺ率 8.4 9.0 8.8 9.3 9.6
 オーバーヘッドレシオ（OHR）※5 42.3 42.1 47.2 53.6 50.9
ͦのଞ （単位：人）

 従業員（連結） 1,722 1,676 3,309 4,113 4,124

※1  百万円未満を切り捨てて表示しています。
※2   各事業の売上高には、セグメント間の内部売上高または振替高は含まれていません。
※3  ROE＝親会社株主に帰属する当期純利益÷自己資本（期首・期末平均）×100
※4  ROA＝経常利益÷総資産（期首・期末平均）×100
※5  OHR＝（人件費+物件費）÷売上総利益×100
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■ リース設備投資額■ 民間設備投資額 ■ 契約実行高

■ 資金原価 ■ 信用コスト ■ 販売費及び一般管理費／
　オーバーヘッドレシオ（OHR）※

■ セグメント別営業資産 ■ 資金調達の状況 ■ 純資産 ／自己資本比率

■ 1株当たり配当金

出所 ： 内閣府調査

※2016年3月期は2016年6月8日発表の速報値�
リース
ファイナンス その他

割賦
コマーシャル・ペーパー
短期借入金

MTN／社債／流動化 
長期借入金

自己資本比率（右軸）純資産（左軸）

OHR（右軸）販売費及び一般管理費（左軸）

※OHR＝（人件費＋物件費）÷売上総利益×100

※売上原価に計上した貸倒コストと販管費に計上
した貸倒費用の合計額です。

（࣠ࠨ）

（ӈ࣠）

リース
ファイナンス その他

割賦

ͱࣾάϧʔϓのରԠ ɹڥۀࣄ
　当期におけるわが国経済は、政府による財政政策や日銀に
よる金融緩和政策の継続により、緩やかながらも回復傾向に
ある一方、中国や新興国を中心とした海外景気の減速の影響
などにより、先行きは不透明な状況で推移しました。
　このような状況下、当社グループにおきましては、「真の総
合ファイナンス・サービス企業」を目指して2014年3月期よ
りスタートさせた第二次中期経営計画（３カ年）の最終年度に
あたり、更なる「営業基盤の強化」と「経営基盤の強化」に向け
て取り組んできました。
　営業基盤の強化については、「リース事業の競争力強化」
「ファイナンス事業の強化」「海外ビジネスの拡大」「国内外に
おけるオート事業の取り組み強化」を推進しました。
  「リース事業の競争力強化」では、2014年１月に施行された
産業競争力強化法に基づき経済産業省が行う「リース手法を
活用した先端設備等導入促進補償制度推進事業」の適用によ
るオペレーティング・リースを積極的に活用し、リース事業の
競争力を強化しました。また、（株）オリエントコーポレー
ションと物品販売会社との提携リース事業を専門とする（株）
オリコビジネスリースを設立し、業務を開始しました。
　「ファイナンス事業の強化」では、航空機分野において、CIT 
Group Inc.をパートナーとしてアメリカとアイルランドに設
立したTC-CIT Aviation U.S., Inc.とTC-CIT Aviation 
Ireland Ltd.の事業が順調に推移しているほか、当社の航空機
関連の営業資産残高も拡大しています。また、環境エネルギー
分野では、京セラTCLソーラー合同会社（京セラ（株）との合
同出資）が水上設置としては世界最大（2016年１月15日時点）
となる千葉・山倉水上設置型メガソーラー発電所など、メガ
ソーラー発電所の建設・稼働への取り組みを進めました。
　また、水上太陽光発電の世界的パイオニアであるシエル・
テール・インターナショナル社（本社：フランス）の普通株式
の15％を取得するなど、太陽光発電事業を拡大しています。

　「海外ビジネスの拡大」では、中国現地法人の東瑞盛世利（上
海）商業保理有限公司がみずほファクター（株）と協調し、中
国における輸出債権の保証業務（輸出ファクタリング）を開始
しました。これにより、中国から第三国への輸出が拡大するな
か、中国進出日系企業による輸出代金回収リスクを軽減させ
る金融サービスの提供が可能となりました。また、当社の持分
法適用関連会社である米国大手独立系リース会社のCSI 
Leasing, Inc.の株式を追加取得し、完全子会社とすることに
ついて決定しました。
　「国内外におけるオート事業の取り組み強化」では、タイ現
地法人のTISCO Tokyo Leasing Co., Ltd.（以下、TTL社）
が、タイにおいて当社連結子会社であるニッポンレンタカー
サービス（株）（以下、NRS社）の「ニッポンレンタカー」ブラン
ドを使用することとなりました。同ブランドの活用により、
TTL社のオートリース事業に対する認知度向上を図り、同事
業の一層の伸長を目指します。また、NRS社およびTTL社は、
年々増加傾向にあるタイからの訪日旅行客・ビジネス客によ
るニッポンレンタカーの利用促進に向け、今後様々な協力を
進めていきます。
　経営基盤の強化については、「連結経営の強化」「財務基盤
の充実と強化」「人材開発の強化」「その他経営基盤の強化」を
推進しました。
　「連結経営の強化」では、オート事業分野における強化を一
層図るべく、当社の連結子会社である日本カーソリューション
ズ（株）およびNRS社の本社を当社本社所在地である千代田
区に移転しました。
　「財務基盤の充実と強化」では、継続的に無担保社債（社債間
限定同順位特約付）を発行し、資金調達の多様化による財務基
盤の強化を推進しました。さらに、タイ現地における資金需要
増に応えるべく、TTL社がバーツ建無担保普通社債を発行し
ました。
　「人材開発の強化」では、人事部内にダイバーシティ推進室を

設置しました。ダイバーシティ基本方針に基づき、多様な人材
の能力と個性の発揮を促し、活躍できる企業風土の醸成と人
材育成を進めています。
　「その他経営基盤の強化」では、経営革新や競争力強化のた
めのITの積極的活用が評価され、経済産業省と（株）東京証券
取引所が共同で進める「攻めのIT経営銘柄」の１社に選出され
ました。「攻めのIT経営銘柄」は、企業の「攻めのIT経営」に関
する取り組みと、直近３年間の平均ROEが業種平均以上の企
業をスクリーニングし、全上場企業の中から各業種ごとに１
社、全18社が選出されています。
　なお、株主優待制度につきましては、従来から実施している
当社オリジナルＱＵＯカードに加え、当社グループ会社であ
る、NRS社のご利用優待割引券を贈呈するなど制度の拡充を
実施しました。

の֓ཁ ɹۀ
　事業の成果としては、当期の契約実行高は前期比1.6%増の
１兆4,979億36百万円となりました。損益面については、売上
高は前期比6.5％増の9,404億60百万円、営業利益は同
12.8％増の659億４百万円、経常利益は同12.1％増の680
億８百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は同17.3％増
の400億33百万円となりました。

ച্ߴ ɹ
　売上高は、賃貸・割賦事業で493億49百万円（5.9％）、ファ
イナンス事業で63億45百万円（27.7％）、その他の事業で17
億89百万円（9.2％）、それぞれ前期比で増加したことにより、
574億83百万円（6.5％）増加し9,404億60百万円となりまし
た。これは、主として賃貸・割賦事業の航空機リース拡大や、
ファイナンス事業の不動産ファイナンスエグジットによる売
上増加などによるものです。なお、これらの影響は、以下の各
利益にも同様に生じています。

ച্૯རӹɺӦۀརӹ ɹ
　売上総利益は、前期比131億36百万円（10.6％）増加し
1,368億15百万円となりました。販売費及び一般管理費は、前
期比56億75百万円（8.7％）増加し709億10百万円となりま
した。これにより、営業利益は、前期比74億61百万円（12.8％）
増加し659億４百万円となりました。

ৗརӹ ɹܦ
　営業外損益は前期比１億21百万円（5.5％）減少し、21
億３百万円の利益となりました。これは、持分法による投資利
益が７億72百万円増加し12億86百万円となったものの、為替
関連の損益が11億15百万円減少（為替差損益が46億52百万円
減少、為替関連の金融派生商品損益が35億37百万円増加）した
ことなどによるものです。これにより、経常利益は、前期比73
億円40百万円（12.1％）増加し680億８百万円となりました。

ձࣾגओʹؼଐ͢Δظ७རӹ ɹ
　特別損益は、前期比14億11百万円増加し、４億50百万円の
利益となりました。これは、前期に計上した連結子会社のシス
テム統合関連費用７億91百万円がなくなったことや、投資有
価証券売却益が３億22百万円増加し９億22百万円となった
ことなどによるものです。これにより、税金等調整前当期純利
益は、前期比87億51百万円（14.7％）増加し684億59百万円
となりました。
　また、法人税、住民税及び事業税、法人税等調整額の合計は
前期比15億45百万円（7.2％）増加し231億52百万円、非支配
株主に帰属する当期純利益は、同13億５百万円（32.9％）増
加し52億73百万円となりました。
　この結果、親会社株主に帰属する当期純利益は前期比59億
円（17.3％）増加し400億33百万円となりました。
　なお、１株当たり当期純利益は、前期比56円50銭増加し
379円34銭、ROE（自己資本当期純利益率）は同0.6ポイント
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出所 ： 公益社団法人リース事業協会
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OHR（右軸）販売費及び一般管理費（左軸）

※OHR＝（人件費＋物件費）÷売上総利益×100

※売上原価に計上した貸倒コストと販管費に計上
した貸倒費用の合計額です。
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財政状況と業績の検討および分析（リスク情報を含む）
前期：2015年3月31日に終了した連結会計年度 
当期：2016年3月31日に終了した連結会計年度 
今期：2017年3月31日に終了する連結会計年度
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■ セグメント別営業資産 ■ 資金調達の状況 ■ 純資産 ／自己資本比率

■ 1株当たり配当金

出所 ： 内閣府調査
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※売上原価に計上した貸倒コストと販管費に計上
した貸倒費用の合計額です。
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自己資本比率（右軸）純資産（左軸）

OHR（右軸）販売費及び一般管理費（左軸）

※OHR＝（人件費＋物件費）÷売上総利益×100

※売上原価に計上した貸倒コストと販管費に計上
した貸倒費用の合計額です。

（࣠ࠨ）

（ӈ࣠）

リース
ファイナンス その他

割賦

上昇し13.1％、ROA（総資産経常利益率）は同0.1ポイント上
昇し2.1％となりました。

ηάϝϯτۀの֓گ ɹ
　賃貸・割賦事業では、契約実行高は不動産や航空機リースな
どの伸長により、前期比9.0％増の8,662億41百万円となりま
した。売上高は同5.9％増の8,899億39百万円、セグメント利
益は同8.4％増の503億39百万円となりました。主な増益要因
は、航空機リースの拡大などです。
　ファイナンス事業では、契約実行高は前期比8.4％減の
6,170億63百万円となりました。不動産ファイナンスのエグ
ジットに伴う増益などにより、売上高は同27.7％増の292億
66百万円、セグメント利益は同17.8％増の164億79百万円と
なりました。
　その他の事業では、契約実行高は146億30百万円となりま
した。売上高は前期比9.2％増の212億54百万円、セグメント
利益は同19.3％増の57億28百万円となりました。

 ঢ়ଶࡒ
 ࢈ࢿ
　当期末の資産合計は、前期末比1,659億91百万円（5.3％）
増加し、３兆3,178億62百万円となりました。主な要因は、営
業資産の増加です。

Ӧ࢈ࢿۀ ɹ
　当期末の営業資産残高は、前期末比 1,255億48百万円
（4.4％）増加し、２兆9,911億41百万円となりました。セグ
メント別残高は、賃貸・割賦事業が２兆2,413億48百万円、
ファイナンス事業が7,243億50百万円、その他の事業が254
億42百万円です。

ෛ࠴ 　
　当期末の負債合計は、前期末比1,276億56百万円（4.5％）
増加し、２兆9,429億90百万円となりました。主な要因は、有
利子負債の増加です。
　有利子負債は、前期末比1,316億34百万円（5.4％）増加し、
２兆5,514億91百万円となりました。有利子負債の内訳で見
ると、短期調達は、前期末比122億86百万円（0.9％）減少し
１兆2,849億81百万円となりました。長期調達は、前期末比
1,439億20百万円（12.8％）増加し１兆2,665億９百万円と
なりました。

७࢈ࢿ ɹ
　純資産は、前期末比383億35百万円（11.4％）増加し、3,748
億72百万円となりました。主な要因は、利益剰余金が323億
94百万円増加したことです。

のྲྀಈੑۚࢿௐୡͱۚࢿ
ຊํ ɹجௐୡのۚࢿ
　当社グループは、金融情勢の変化に機動的に対応しつつ調
達先の分散や調達手段の多様化を図ることで、資金コストの
低減および調達の安定性を高めることを基本方針としていま
す。また、ALM（資産負債の総合管理）の実施により、市場リ
スクについて多面的な分析を行い、各種リスクを適切にコン
トロールしています。

ؒௐୡͱௐୡ
　当社グループの資金調達は、金融機関からの借入による間
接調達と資本市場からの調達による直接調達で構成されてい
ます。
　当期末において、間接調達は、前期末比1,190億22百万円増
加し１兆5,133億91百万円となりました。直接調達は、コマー

シャル・ペーパーの発行および債権流動化の実施などにより、
前期末比126億11百万円増加し１兆380億99百万円となりま
した。この結果、当期末の直接調達比率は40.7％となり、前期
末比1.7ポイント低下しました。
　また、当期末の長期調達比率は49.6％となり、前期末比3.2
ポイント上昇しました。

ྲྀಈੑの֬อ ɹ
　当社グループは、流動性を確保するため、取引金融機関84
行と当座貸越契約およびコミットメントライン契約を締結し
ており、当期末の契約総額は、前期末比524億48百万円増額の
１兆2,267億70百万円となりました。
　なお、当期末の当座貸越契約およびコミットメントライン
契約による借入未実行残高は7,530億40百万円となってお
り、資金の流動性は十分に確保されています。

Ωϟογϡɾϑϩʔのঢ়گのੳ 
Ӧ׆ۀಈʹΑΔΩϟογϡɾϑϩʔ ɹ
　営業活動によるキャッシュ・フローは、1,366億18百万円
の支出（前期は1,710億23百万円の支出）となり、前期に比べ
支出が減少しました。主な変動要因は、当期においても引き続
き営業資産が増加しており支出超過となっていますが、大口
のリース資産処分などにより収入が増加したことです。

׆ࢿಈʹΑΔΩϟογϡɾϑϩʔ ɹ
　投資活動によるキャッシュ・フローは、30億72百万円の支
出（前期は186億82百万円の支出）となり、前期に比べ支出が
減少しました。主な変動要因は、当期において投資有価証券の
取得による支出が減少し、40億69百万円の支出（前期は持分
法適用関連会社のCSI Leasing, Inc.の株式取得などにより
241億92百万円の支出）となったことです。

ಈʹΑΔΩϟογϡɾϑϩʔ׆ࡒ
　財務活動によるキャッシュ・フローは、1,557億70百万円
の収入（前期は1,568億85百万円の収入）となり、前期とほぼ
同水準の収入となりました。主な変動要因は、当期において短
期借入金の返済が増加し304億55百万円の支出（前期は248
億30百万円の収入）となったものの、長期借入金の調達が増
加し4,760億94百万円の収入（前期は4,072億36百万円の収
入）となったことです。　
　これらにより、当期末における現金及び現金同等物は、前期
末比198億98百万円増加し917億62百万円となりました。

௨͠ ɹݟのظࠓ
　国内景気動向については、企業の底堅い収益や雇用環境の
改善など、緩やかながらも回復傾向にあるものの、年明け以降
の円高・株安、企業の景況感の下振れなどによる不透明な状況
が続くことが予想されます。
　このような見通しのなか、当社は引き続き資金原価や信用
コストの抑制を図ります。また、高い専門性と独自性を持つ金
融・サービス企業として、事業の成長に挑戦するお客さまとと
もに、環境に配慮した循環型経済社会の実現に努めていきます。
　以上により、今期の連結業績については、売上高9,500億円
（当期比1.0％増）、営業利益705億円（同7.0％増）、経常利益
720億円（同5.9％増）、親会社株主に帰属する当期純利益425
億円（同6.2％増）を見込んでいます。

རӹʹؔ͢Δجຊํ͓Αͼظɾظࠓの 
　当社グループは、継続的な業容の拡大や企業体質の強化に
向けた取り組みが企業価値の増大につながるものと考え、そ
れらを実現するために内部留保の充実を図るとともに、株主
の皆さまには、長期的かつ安定的に利益還元を行うことを基
本方針としています。
　なお、内部留保資金については、良質な営業資産の購入資金
に充当するなど、今後の経営に有効に活用していきます。
　当期の配当については、期初に年間1株当たり70円（中間配
当35円、期末配当35円）の予想をさせていただきましたが、中
間配当については、期初の中間配当予想のとおり1株当たり
35円とさせていただきました。また、期末配当については、期
初の期末配当予想に対して1株当たり10円の増配を実施し、
１株当たり45円とさせていただき、年間１株当たり80円（中
間配当金35円、期末配当金45円）とさせていただきました。
　　
　なお、今期の配当については、株主の皆さまからのご支援に
お応えするべく、当社の利益還元方針に基づき、1株当たり年
間95円（中間配当47円、期末配当48円）とさせていただく予
定です。 
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（単位：百万円）

࿈݁ଛӹࢉܭॻ 2015/03 2016/03

ച্高 882,976 940,460
ച্ݪՁ 759,298 803,645
ച্૯རӹ 123,678 136,815
ൢചඅٴͼҰൠཧඅ 65,235 70,910
Ӧۀརӹ 58,443 65,904
Ӧۀ֎ऩӹ
 受取利息 138 50
 受取配当金 826 851
 持分法による投資利益 513 1,286
 為替差益 3,794 ʕ
 金融派生商品収益 ― 755
 その他の営業外収益 445 574
 営業外収益合計 5,718 3,517
Ӧۀ֎අ用
 支払利息 458 306
 為替差損 ― 858
 金融派生商品費用 2,782 ʕ
 その他の営業外費用 251 249
 営業外費用合計 3,493 1,413
経ৗརӹ 60,668 68,008
ಛผརӹ
 投資有価証券売却益 600 922
 負ののれん発生益 667 ʕ
 その他 19 18
 特別利益合計 1,286 941
ಛผଛࣦ
 事務所移転関連費用 330 289
 固定資産処分損 63 80
 システム統合関連費用 791 ʕ
 その他 1,062 121
 特別損失合計 2,247 490
੫金ௐલ当ظ७རӹ 59,707 68,459
๏ਓ੫、ॅ ຽ੫ٴͼۀࣄ੫ 24,399 21,429
๏ਓ੫ௐֹ △ 2,792 1,723
๏ਓ੫߹ܭ 21,607 23,152
当ظ७རӹ 38,100 45,306
ඇࢧגओにؼଐする当ظ७རӹ 3,968 5,273
会社גओにؼଐする当ظ७རӹ 34,132 40,033

（単位：百万円）

࿈݁แׅརӹࢉܭॻ 2015/03 2016/03

当ظ७རӹ 38,100 45,306
ͦのଞのแׅརӹ
 その他有価証券評価差額金 6,136 ˚ 947
 繰延ヘッジ損益 748 ˚ 927
 為替換算調整勘定 4,912 ˚ 2,664
 退職給付に係る調整額 667 ˚ 1,657
 持分法適用会社に対する持分相当額 605 ˚ 318
 その他の包括利益合計 13,069 ˚ 6,516
แׅརӹ 51,170 38,789
 （内訳）
 親会社株主に係る包括利益 46,453 34,211
 非支配株主に係る包括利益 4,716 4,578

のϦεΫۀࣄ
　当社グループの経営成績、株価および財務状況などに影響を
及ぼす可能性のあるリスクには以下のようなものがあります。

৴༻ϦεΫ
　リース取引などは、顧客に対し比較的長期間（平均５年程度）
にわたり、原則無担保で信用を供与する取引であり、顧客から
リース料等の全額を回収して初めて期待採算が確保されま
す。ただし、顧客にリース料の不払・事故があった場合、対象
リース物件の売却または他の顧客への転用などにより可能な
限り回収を図っています。
　当社グループは、慎重な与信管理、物件の見極めおよび営業
資産のポートフォリオにおける信用リスクをコントロールし、
信用リスクの極小化に努めていますが、今後の景気動向によっ
ては企業の信用状況の悪化により、新たな不良債権が発生し、
当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

ۚརมಈ͓ΑͼௐୡڥのมԽʹΑΔӨڹ
　当社グループが主要事業として取り扱っているリース・割
賦販売取引において、リース料等は物件購入代金のほか、契約
時の金利水準などを基準として設定され、契約期間中のリー
ス料等は変動しません。一方、リース取引などの原価である資
金原価（金融費用）は、長期固定の資金調達のほかに変動金利
による調達もあるため、この部分については市場金利の変動
により影響を受けます。このため、市場金利が上昇した場合、
原価計上額が増加する可能性があります。
　また、当社グループの資金調達は、間接調達のほかコマー
シャル・ペーパー、社債などの直接調達も含まれており、調達
環境の変化によっては資金調達に影響を及ぼす可能性があり
ます。
　以上のように、今後の金利変動および調達環境の変化によっ
ては、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります
が、当社グループではALM（資産・負債総合管理）分析に基づ
き、これらの資金調達に関するリスクを厳重に管理し、必要に
応じてリスクヘッジを行っています。

ຽؒઃඋࢿಈのมಈʹΑΔӨڹ
　民間設備投資額とリース設備投資額とは、一時的な差異は
あるもののほぼ相関関係にあり、今後もこの傾向は続くもの
と考えられます。当社グループの契約高と民間設備投資額・
リース設備投資額の推移は、近年必ずしも一致していません
が、今後民間設備投資額が大きく減少し、あわせてリース設備
投資額も大きく減少した場合は、当社グループの業績に影響を
及ぼす可能性があります。

ՁมಈϦεΫג
　当社グループでは、取引企業との関係強化の観点から、有価
証券を保有しています。 当社グループでは、個々の取引関係
に応じて定期的に保有有価証券の見直しを実施していますが、
今後の株価変動によっては、当社グループの業績に影響を及
ぼす可能性があります。

อ༗͓Αͼ࢈ࢿࢿのՁ֨มಈϦεΫ
　当社グループでは、国内外において、オペレーティングリー
スやレンタル取引などを目的として、船舶、航空機、不動産、自
動車など、資産価値を有する物件の保有および投資をしてい
ます。当社グループは慎重に物件の価値を見極めていますが、
これらの資産価格は変動するものであり、その価値が下落し
た場合には、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があ
ります。

੍มߋϦεΫ
　当社グループは、現行の法律・税務・会計などの制度や基
準を基に事業を展開しています。将来、これらの諸制度が大幅
に変更された場合、当社グループの業績に影響を及ぼす可能
性があります。

༧ଌෆͳࣄʹΑΔӨڹ
　当社グループでは、地震、風水害、火災、および人為的な大規
模災害や新型インフルエンザ、SARS等の感染症などの予測
不能な事象による危機に備え、事業継続計画（BCP）に関する
対応を定めていますが、予想外の経済的損失を被った場合に
は、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

ͦのଞのϦεΫ
　上記リスクのほか、営業関係、契約管理、資産管理、統計業務
など広範囲にわたって活用しているコンピュータシステムの
ダウンや誤作動などのシステムリスク、不適切な事務処理が
行われることによる事務リスク、法令や社会規範が順守され
なかった場合に社会的信用の失墜につながるコンプライアン
スリスクなどがあります。

連結損益計算書／連結包括利益計算書
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（単位：百万円）

2015/03 2016/03

資࢈の෦
 ྲྀಈ資࢈
   現金及び預金 70,560 80,395
   割賦債権 252,946 226,467
   リース債権及びリース投資資産 1,485,017 1,480,951
   営業貸付債権 535,842 528,365
   営業投資有価証券 161,790 194,627
   賃貸料等未収入金 18,630 24,287
   有価証券 2,760 12,843
   商品及び製品 880 677
   繰延税金資産 5,943 4,349
   その他の流動資産 56,804 69,256
   貸倒引当金 △ 3,787 ˚ 3,236
  ྲྀ ಈ資ܭ߹࢈ 2,587,387 2,618,986

࢈ఆ資ݻ 
  有形固定資産

   賃貸資産 429,659 545,724

   賃貸資産前渡金 8,424 12,302
   その他の営業資産 12,019 25,442
   社用資産 9,219 9,733

   有形固定資産合計 459,322 593,202

  無形固定資産

   賃貸資産 273 231

   のれん 4,139 3,614

   その他 4,646 4,204

   無形固定資産合計 9,059 8,050

  投資その他の資産

   投資有価証券 67,344 64,278

   破産更生債権等 2,239 2,199

   繰延税金資産 3,575 4,701

   その他の投資 24,314 27,934

   貸倒引当金 △ 1,372 ˚ 1,490

   投資その他の資産合計 96,101 97,623

ܭ߹࢈ఆ資ݻ  564,483 698,876

 資ܭ߹࢈ 3,151,871 3,317,862

（単位：百万円）

2015/03 2016/03

ෛ࠴の෦
 ྲྀಈෛ࠴
  支払手形及び買掛金 202,880 197,272
  短期借入金 470,167 437,181
  1年内償還予定の社債 91,099 44,571
  1年内返済予定の長期借入金 281,085 277,758
  コマーシャル・ペーパー 754,600 763,400
  債権流動化に伴う支払債務 57,800 75,400
  1年内支払予定の債権流動化に伴う長期支払債務 1,087 1,096
  リース債務 7,305 7,335
  未払法人税等 10,160 9,614
  繰延税金負債 1,244 1,507
  割賦未実現利益 13,555 12,026
  賞与引当金 2,554 2,763
  役員賞与引当金 153 168
  その他の引当金 450 478
  その他の流動負債 49,075 47,666
  ྲྀಈෛܭ߹࠴ 1,943,221 1,878,241
࠴ఆෛݻ 
  社債 118,203 152,031
  長期借入金 643,115 798,451
  債権流動化に伴う長期支払債務 2,697 1,600
  リース債務 11,329 10,912
  繰延税金負債 3,381 2,483
  役員退職慰労引当金 445 259
  メンテナンス引当金 911 940
  退職給付に係る負債 7,119 9,614
  その他の固定負債 84,908 88,454
ܭ߹࠴ఆෛݻ   872,112 1,064,748
 ෛܭ߹࠴ 2,815,334 2,942,990

७資࢈の෦
ओ資ຊג 
  資本金 34,231 34,231
  資本剰余金 5,537 6,122
  利益剰余金 233,650 266,044
  自己株式 △ 2,876 ˚ 2,806

ܭ߹ओ資ຊג   270,542 303,591

 ͦのଞのแׅརӹྦྷֹܭ

  その他有価証券評価差額金 16,439 15,474
  繰延ヘッジ損益 △ 9 ˚ 624
  為替換算調整勘定 6,026 3,028
  退職給付に係る調整累計額 △ 64 ˚ 1,307
  ͦのଞのแׅརӹྦྷܭ߹ֹܭ 22,392 16,570

 ৽ג༧ݖ 491 716

 ඇࢧגओ持 43,110 53,994

 ७資ܭ߹࢈ 336,537 374,872
ෛ࠴७資ܭ߹࢈ 3,151,871 3,317,862

連結貸借対照表
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株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

 2015年4月1日残高 34,231 5,537 233,650 ˚ 2,876 270,542

 　会計方針の変更による
 　累積的影響額 ʕ ʕ

 会計方針の変更を反映した
 当期首残高 34,231 5,537 233,650 ˚ 2,876 270,542

 当期変動額

  剰余金の配当 ˚ 7,175 ˚ 7,175

  親会社株主に帰属する
  当期純利益 40,033 40,033

  自己株式の取得 ˚ 3 ˚ 3

  自己株式の処分 ˚ 12 ʕ 72 59

  連結範囲の変動 18 18

　　連結子会社株式の
　　取得による持分の増減 597 597

　　持分法の適用範囲の変動 ˚ 420 0 ˚ 420

　　持分変動による減少 ˚ 61 ˚ 61

  株主資本以外の項目の
  当期変動額（純額）

 当期変動額合計 ʕ 584 32,394 70 33,048

 2016年3月31日残高 34,231 6,122 266,044 ˚ 2,806 303,591

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

 2014年4月1日残高 34,231 5,537 204,606 △ 1,999 242,376

 　会計方針の変更による
 　累積的影響額 49 49

 会計方針の変更を反映した
 当期首残高 34,231 5,537 204,655 △ 1,999 242,425

 当期変動額

  剰余金の配当 △ 6,137 △ 6,137

  親会社株主に帰属する
  当期純利益 34,132 34,132

  自己株式の取得 △ 913 △ 913

  自己株式の処分 ― △ 7 35 28

  連結範囲の変動 1,006 1,006

　　連結子会社株式の
　　取得による持分の増減 ― ―

　　持分法の適用範囲の変動 ― ― ―

　　持分変動による減少 ― ―

  株主資本以外の項目の
  当期変動額（純額）

 当期変動額合計 ― ― 28,994 △ 877 28,116

 2015年3月31日残高 34,231 5,537 233,650 △ 2,876 270,542

લ࿈݁ձܭ（自  20144݄1　2015  ࢸ3݄31）

当࿈݁ձܭ（自  20154݄1　2016  ࢸ3݄31）

（単位：百万円）

その他の包括利益累計額
新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金 繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定 退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

10,338 △ 761 1,057 △ 562 10,071 312 32,724 285,484

49

10,338 △ 761 1,057 △ 562 10,071 312 32,724 285,534

△ 6,137

34,132

△ 913

28

1,006

―

―

―

6,101 752 4,969 498 12,321 179 10,386 22,886

6,101 752 4,969 498 12,321 179 10,386 51,003

16,439 △ 9 6,026 △ 64 22,392 491 43,110 336,537

（単位：百万円）

その他の包括利益累計額
新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金 繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定 退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

16,439 ˚ 9 6,026 ˚ 64 22,392 491 43,110 336,537

ʕ

16,439 ˚ 9 6,026 ˚ 64 22,392 491 43,110 336,537

˚ 7,175

40,033

˚ 3

59

18

597

˚ 420

˚ 61

˚ 965 ˚ 614 ˚ 2,998 ˚ 1,243 ˚ 5,821 224 10,883 5,286

˚ 965 ˚ 614 ˚ 2,998 ˚ 1,243 ˚ 5,821 224 10,883 38,335

15,474 ˚ 624 3,028 ˚ 1,307 16,570 716 53,994 374,872

連結株主資本等変動計算書
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（単位：百万円）

2015/03 2016/03

Ӧۀ活ಈにΑるΩϟッシϡɾフロー
 税金等調整前当期純利益 59,707 68,459
 賃貸資産減価償却費 70,832 80,137
 賃貸資産除却損及び売却原価 18,236 45,496
 社用資産減価償却費及び除売却損 3,692 3,516
 有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 885 5
 為替差損益（△は益） △ 3,794 858
 貸倒引当金の増減額（△は減少） △ 2,074 ˚ 336
 賞与引当金の増減額（△は減少） 391 210
 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 299 517
 受取利息及び受取配当金 △ 964 ˚ 902
 資金原価及び支払利息 10,890 13,643
 持分法による投資損益（△は益） △ 513 ˚ 1,286
 有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △ 600 ˚ 920
 割賦債権の増減額（△は増加） △ 11,526 19,961
 リース債権及びリース投資資産の増減額（△は増加） 885 ˚ 10,374
 営業貸付債権の増減額（△は増加） △ 64,761 2,146
 営業投資有価証券の増減額（△は増加） △ 46,900 ˚ 31,778
 賃貸資産の取得による支出 △ 177,131 ˚ 239,962
 その他の営業資産の増減額（△は増加） △ 5,249 ˚ 13,422
 破産更生債権等の増減額（△は増加） 2,134 20
 仕入債務の増減額（△は減少） △ 19,877 ˚ 5,433
 その他 33,775 ˚ 32,818
 小計 △ 131,663 ˚ 102,262
 利息及び配当金の受取額 1,505 1,665
 利息の支払額 △ 11,093 ˚ 13,832
 法人税等の支払額 △ 29,772 ˚ 22,189
 Ӧۀ活ಈにΑるΩϟッシϡɾフロー △ 171,023 ˚ 136,618

（単位：百万円）

2015/03 2016/03

資活ಈにΑるΩϟッシϡɾフロー
 社用資産の売却による収入 1,455 122
 社用資産の取得による支出 △ 3,297 ˚ 3,167
 投資有価証券の売却及び償還による収入 5,252 3,699
 投資有価証券の取得による支出 △ 24,192 ˚ 4,069
 その他 2,099 341
 資活ಈにΑるΩϟッシϡɾフロー △ 18,682 ˚ 3,072

活ಈにΑるΩϟッシϡɾフローࡒ
 短期借入金の純増減額（△は減少） 24,830 ˚ 30,455
 コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） 15,300 8,800
 長期借入れによる収入 407,236 476,094
 長期借入金の返済による支出 △ 304,989 ˚ 303,240
 債権流動化による収入 2,000 17,600
 債権流動化の返済による支出 △ 6,451 ˚ 1,087
 社債の発行による収入 96,770 80,604
 社債の償還による支出 △ 73,616 ˚ 91,144
 非支配株主からの払込みによる収入 3,757 7,190
 配当金の支払額 △ 6,137 ˚ 7,175
 非支配株主への配当金の支払額 △ 500 ˚ 777
 連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による支出 ― ˚ 584
 自己株式の売却による収入 1 0
 自己株式の取得による支出 △ 913 ˚ 3
 その他 △ 402 ˚ 51
活ಈにΑるΩϟッシϡɾフローࡒ  156,885 155,770
現金ٴͼ現金ಉにるֹࠩࢉ △ 13,151 3,816
現金ٴͼ現金ಉの૿ݮ ʢֹ˚はݮগʣ △ 45,972 19,894
現金ٴͼ現金ಉのظट高 115,841 71,864
৽ن࿈݁に͏現金ٴͼ現金ಉの૿Ճֹ 1,995 3
現金ٴͼ現金ಉのظ高 71,864 91,762

連結キャッシュ・フロー計算書
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主な関係会社／ジャパンデスク
2016年3月31日現在

໊শ ॴࡏ ओཁࣄ業 資本金（ඦສԁ） のॴ༗ׂ߹※1ݖܾٞ

࿈݁ࢠ会社ʢࠃʣ

本Χーιリϡーシϣンζ株ࣜձࣾ 本 オートリースࣄ業 1,181 60%

株ࣜձࣾオリコオートリース 本 オートリースࣄ業 240 50%

χッϙンレンλΧーαーϏス株ࣜձࣾ 本 レンλΧーࣄ業 720 70%

࢜௨リース株ࣜձࣾ 本 ใ௨信ثػリースࣄ業 1,000 80%

株ࣜձ̞ࣾ ̝̞ ϑΝΠφンスαϙート 本 ϑΝΠφンスࣄ業ɺリースࣄ業 200 67%

ΤスɾσΟーɾΤϧ株ࣜձࣾ 本 リースࣄ業 100 90%

株ࣜձࣾΞΠςッΫリース 本 リースࣄ業 20 85%

株ࣜձࣾオリコϏδωスリース 本 リースࣄ業 240 50%

̩̘ϓϩύςΟーιリϡーシϣンζ
株ࣜձࣾ 本 ෆಈ産管理ࣄ業 100 100%

株ࣜձ̧̩̮ࣾ 本 ใ௨信ثػリϑΝーϏッシϡࣄ業 21 100%

̩̘ΤーδΣンシー株ࣜձࣾ 本 ଛอݥ理ళ業 10 100%

̩̘ϏδωスαーϏス株ࣜձࣾ 本 当ࣾグϧーϓのࣄडୗ 20 100%

̩̘ϏδωスɾΤΩスύーπ株ࣜձࣾ 本 当ࣾグϧーϓのࠪݕ業डୗ 10 100%

セϥ̩̘ژ ι̡ーϥー߹ಉձࣾ 本 ଠཅޫൃిʹΑΔ売ిࣄ業 10 81%

໊শ ॴࡏ ओཁࣄ業 資本金 のॴ༗ׂ߹※1ݖܾٞ

࿈݁ࢠ会社ʢւ֎ʣ

౦ਸ਼ੈར༥資ે༗࢘ެݶ தࠃ リースࣄ業 USD 47ඦສ 80%

౦ਸ਼ੈར（্ւ）業อ理༗࢘ެݶ தࠃ ϑΝΫλリングࣄ業 CNY 150ඦສ 100%

Century Tokyo Leasing (Singapore) 
Pte. Ltd. シンΨϙーϧ リースࣄ業 SGD 19ඦສ 100%

Century Tokyo Capital (Malaysia) 
Sdn. Bhd. ϚレーシΞ リースࣄ業 MYR 86ඦສ 100%

PT. Century Tokyo Leasing 
Indonesia ΠンドωシΞ リースࣄ業

IDR 300,000
ඦສ

85%

PT. TCT Indonesia ΠンドωシΞ 原ࡐྉɾ設備のߪങɾ販売行業 USD 600ઍ 100%

TISCO Tokyo Leasing Co., Ltd. λΠ リースࣄ業 THB 60ඦສ 49%

HTC Leasing Co., Ltd. λΠ 業ࣄցϑΝΠφンスػ設ݐ THB 100ඦສ 70%

Tokyo Leasing (Hong Kong) Ltd. ߓ߳ リースࣄ業 HKD 13ඦສ 100%

Century Tokyo Leasing (USA) Inc. ถࠃ リースࣄ業 USD 26ඦສ 100%

TC-CIT Aviation U.S., Inc. ถࠃ 業ࣄリースɾϑΝΠφンスػۭߤ USD 72ඦສ 50%

TC Realty Investments Inc. ถࠃ ෆಈ産投資ࣄ業 USD 66ඦສ 100%

TC Aviation Capital Ireland Ltd. ΞΠϧϥンド 業ࣄリースɾϑΝΠφンスػۭߤ EUR 80ઍ 100%

TC-CIT Aviation Ireland Ltd. ΞΠϧϥンド 業ࣄリースɾϑΝΠφンスػۭߤ USD 159ඦສ 50%

Tokyo Leasing (UK) Plc ӳࠃ リースࣄ業 GBP 6ඦສ 100%

持๏ద用ؔ࿈会社

౷一౦ވژ㟨༗࢘ެݶ  自ಈ ɾं֤ छಈ産リースࣄ業 TWD 588ඦສ 49%

౷༥資ે༗࢘ެݶ தࠃ 自ಈंリースࣄ業 USD 10ඦສ 49%

ોभ高৽ਸ਼༥資ે༗࢘ެݶ தࠃ ϑΝΠφンスࣄ業ɺリースࣄ業 CNY 300ඦສ 20%

BPI Century Tokyo Lease & Finance 
Corporation ϑΟリϐン リースࣄ業 PHP 80ඦສ 49%

PT. Hexa Finance Indonesia ΠンドωシΞ 業ࣄցϑΝΠφンスػ設ݐ
IDR 300,000

ඦສ
20%

CSI Leasing, Inc. ถࠃ ใ௨信ثػリースࣄ業 USD 40ඦສ 34%

GA Telesis, LLC※2 ถࠃ 業ػۭߤ෦ɾαーϏスఏࣄڙ業 ʵ 20%

δϟύϯσεΫ

TATA Capital Financial Services 
Limited Πンド ϑΝΠφンスࣄ業ɺリースࣄ業 ʵ ʵ

ೖ͍ͯ͠·͢ɻޒࣺ࢛のॴ༗ׂ߹ɺখୈ1ҐΛݖܾٞ  1※
※2  資本金ʹ͍ͭͯ当֘ձ͕ࣾถࠃ๏্のLimited Liability CompanyͰ͋りɺ資本金の֓೦ͱਖ਼֬ʹ一க͢Δの͕ͳ͍͜ͱ͔Βͯ͠ࡌه ͍·ͤΜɻ
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͓͍߹Θͤઌ:
ใIRࣨ
TEL:03-5209-6710

߸  ౦ژセンνϡリーリース株ࣜձ （ུࣾশɿTC-Lease）

ຊࣾ 1˟01-0022
 ౦ژઍా۠ਆా࿅ญொ3　࢜ιϑトϏϧ

ઃཱ 19697݄1

ຊۚ 34,231ඦສԁࢿ

දऀ දऔకձ　୮ ढ़ਓ　　දऔకࣾ　ઙా ढ़一

һ 4,124ۀै  ໊（୯ମ 1,021໊）（20163݄31ࡏݱ）

 3݄31ࢉܾ

औҾۚ༥ؔػ （株）Έͣ΄ۜ行ɺࡾҪॅ༑信ୗۜ行（株）ɺࡾඛUFJ信ୗۜ行（株）ɺ

 ྛதԝ金ݿɺ（株）ࡾඛ౦ژUFJۜ行

ಠཱࠪਓ ৽本༗ݶࠪ๏ਓ

ʧࠃωοτϫʔΫ　　　　　　  ʦۀࣄ
 本ࣾɺࡳຈɺઋɺ͞ ͍た·ɺཱ ɺԣɺ੩Ԭɺ໊ ౡɺԬɺࢁɺԬށɺਆࡕɺେژɺ金ɺݹ

　　　　　　　　　　　　　　ʦւ֎ʧ
 ΞδΞɺถɺதೆถɺԤभͳͲੈք37ΧࠃͰల։（20164݄1ࡏݱ）

ओ໊ཧਓ Έͣ΄信ୗۜ行株ࣜձࣾג

্ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ ౦݊ূژऔҾॴ ࢢୈ一෦

ূ݊ίʔυ  8439

୯ࣜגݩ 100株

૯ 400,000,000株ࣜגՄߦൃ

૯ 106,624,620株ࣜגࡁߦൃ

ओ 9,171໊ג

IR ΣϒαΠτ

http://www.ctl.co.jp/ir/

େגओ

株ओ໊ ॴ༗株ࣜ
（ઍ株）

ൃ行ࡁ株ࣜ૯ʹର͢Δ
ॴ༗株ࣜのׂ߹（%）

ҏ౻ࣄ株ࣜձࣾ 26,656 25.0
本ݐ株ࣜձࣾ 15,369 14.4
έΠɾΤスɾオー株ࣜձࣾ 9,963 9.3
本トϥスςΟɾαーϏス信ୗۜ行
株ࣜձ （ࣾ信ୗޱ） 5,525 5.2

株ࣜձࣾΈͣ΄ۜ行 4,688 4.4
ਗ਼૰߹ݐ株ࣜձࣾ 2,972 2.8
本ੜ໋อݥ૬ޓձࣾ 2,228 2.1
本Ϛスλートϥスト信ୗۜ行
株ࣜձ （ࣾ信ୗޱ） 2,114 2.0

Έͣ΄信ୗۜ行株ࣜձࣾ
ୀ৬څ信ୗ オリΤントコーϙレー
シϣン࠶　ޱ信ୗडୗऀ 資産管理
αーϏス信ୗۜ行株ࣜձࣾ

1,900 1.8

J.P.MORGAN BANK 
LUXEMBOURG S.A.380578
（ৗ理ਓ  Έͣ΄ۜ行ܾࡁ営業෦）

1,737 1.6

所༗ऀผגओ

金༥25.7　ؔػ%

ূ݊ձࣾ　0.5%
自己໊ٛ株ࣜ　1.0%

ͦのଞࠃ๏ਓ　57.2%

ਓͦのଞ　4.7%ݸ

๏ਓ　10.9%ࠃ֎

の֨ （2016年2月15日現在）࠴ࣾ
発行者　東京センチュリーリース株式会社（証券コード：8439）

֨ؔػ 株式会社日本格付研究所（JCR） 株式会社格付投資情報センター（R&I）

ظ

【長期発行体格付】
格付：A+
格付の見通し：安定的

【発行体格付】
格付：A
格付の方向性：安定的

【発行登録債予備格付】※ 
格付：A+ 
発行予定額：2,000億円
発行予定期間：2016年2月14日から2年間

【発行登録債予備格付】※

格付：A
発行予定額：2,000億円
発行予定期間：2016年2月14日から2年間

【ユーロMTNプログラム】
格付：A+
発行限度額：20億米ドル相当額

【ユーロMTNプログラム】
格付：A
発行限度額：20億米ドル相当額

ظ
【コマーシャル・ペーパー】
格付：J-1
発行限度額：6,500億円

【コマーシャル・ペーパー】
格付：a-1
発行限度額：6,500億円
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※実際に債券が発行される場合は、その都度個々の債券格付を受けます。

会社情報株式の状況／社債の格付
2016年3月31日現在
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Printed in Japan

〒101-0022
東京都千代田区神田練塀町3番地  富士ソフトビル
www.ctl.co.jp

新社名：東京センチュリー株式会社
（2016年10月1日より）




